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第1章
実証内容・目的

本章では、本実証の目的について述べる。

[bookmark: _Toc383030091]目的
 現在、「電子行政オープンデータ戦略」に基づき、政府内においてオープンデータ化に関する検討が進められているところであるが、「世界最先端ＩＴ国家創造」宣言（平成25年6月14日閣議決定）では、各府省庁が公開する公共データの案内・横断的検索を可能とするデータカタログサイト（以下「政府データカタログサイト」という。）について、平成25年度中に試行版を立ち上げ平成26年度から本格運用を実施するとされている。特に、電子行政オープンデータ推進のためのロードマップ（平成25年6月14日IT総合戦略本部決定）では、政府データカタログサイトについて、「データの横断的検索、コンピュータからの要求に応じた自動的データ提供等の機能やAPI を装備した「データカタログ」（ポータルサイト）を整備する。」とあり、「データカタログの在り方や機能等（メタデータの在り方を含む。）については、内閣官房、総務省、経済産業省による実証事業等における知見も踏まえつつ、実務者会議で検討する。」とされている。また、オープンデータの利活用ニーズが高いと考えられる統計情報については、独立行政法人統計センターが運用する次世代統計利用システムにおいて、総務省統計局が運用する政府統計のポータルサイト（e-Stat）の統計データの一部の情報を機械的に取得できるAPI機能が、平成25年6月より試行的に提供されている。
以上を踏まえ、本実証は、このような、既存のポータルサイトやデータカタログサイトに掲載されたデータを、外部仕様書に基づき検索・取得できるようにすることにより、それらのポータルサイト・データカタログサイトと情報流通連携基盤システムとの連携可能性の検証、ポータルサイト・データカタログサイトが提供するデータと他のデータとをマッシュアップした新しいデータの利用方法に関する検証等を行うことを目的とする。

[bookmark: _Toc383030092]内容
①　「次世代統計利用システム」の調査
　次世代統計利用システムは、政府の統計データをAPIで提供するシステムである。この次世代統計利用システムの詳細を調査し整理する。本提案を行うために検討を行った結果、以下に示すような統計表に対する問題点が明らかとなった。
(1) データの指標が実施毎に異なり指標を理解するために人が解釈する必要がある
(2) データの指標が乱立しているため、調査年度をまたいでの検索などを行う場合に、機械的な処理が難しい
(3) 市町村合併の影響等によって名前やエリアが揺らぐ
(4) 時間軸の扱いが一律でない
上記の理由から、すべての統計軸に1対1で対応する語彙を定義する形で単純にRDF化しても一般の利用者に扱えるようにはならない。また、次世代統計利用システムで取得できる統計表に関して検討を行った結果、統計表の数が約33,000件、データ軸[footnoteRef:1]数が9,900件以上、データ軸の項目数が62,000件以上、地名の項目数が10,000件以上、時間軸の項目数が800件以上、データ点数が6億以上となっており、すべてのデータに対してボキャブラリを精査し、データ構築を行うためのクラスを検証するのは工数的に難しい。 [1:  データ軸の例は「性別」「年齢」であり、データ軸の項目の例は「男」「女」「15歳未満」である。] 

従って、本実証を進めるにあたり、次のような条件で抽出した統計表を対象として検討している。
· 統計表間で比較を行うことが可能な、長期間、データの指標が安定している統計表
· 統計データを応用したアプリケーションを実現するために有用と思われる、小地域やメッシュなど細かい粒度でエリアが分割されている統計表
この条件を満たす統計表として、以下の統計表（約2,300件）や関連情報を対象として検討した。
· 次世代統計利用システムAPIから取得する統計表・関連情報
· メッシュ統計、小地域統計
· 平成12年から現在までの以下のデータが収録されている
· 国勢調査（500mメッシュ、1kmメッシュ、小地域）
· 統計表はおよそ2,300件存在し、含まれるデータ数はおよそ1億1千万件である
· HTMLやExcel等のデータから抽出する統計表・関連情報
· 日本標準産業分類の一覧
· 平成5年に改正されてから現在までの分類（計3回）
· HTMLで公開されている範囲を対象としている
· 日本標準職業分類の一覧
· 平成9年に改正されてから現在までの分類（計2回）
· HTMLで公開されている範囲を対象としている

② 「政府カタログサイト」の調査
　世界的に見て、政府オープンデータカタログサイトとして最も多く利用されているシステムがCKAN である。CKANはOpen Knowlegde Foundation が開発したオープンソースのデータポータルサイトソフトウェアである。データセットを公開するためのインタフェースを備え、検索を行いやすくするためにメタデータを付与できるフレームワークが用意されている。また、APIも用意されており、データをインポート、エクスポートする仕組みなどが備えられている。CKANは様々な政府系サイトで用いられており、アメリカ、イギリスを始め、EU、カナダ、スロバキア、その他自治体などで多くの採用事例があり、現時点におけるデファクト・スタンダードである。そのため、政府カタログサイトに関してはCKANを想定し、APIや登録されるメタデータの内容に関しての調査を実施する。



[bookmark: _Ref369823039][bookmark: _Toc369852649][bookmark: _Toc365883797][bookmark: _Ref366077631][bookmark: _Ref369100576][bookmark: _Ref369100657]③ ボキャブラリの精査
本提案では、平成24年度外部仕様書に掲載されているDublin Core、FOAFおよび以下の国内外のボキャブラリに関する調査を行い、次世代統計利用システムから取得できる統計データと、政府データカタログサイトから取得できるデータを表現するためのボキャブラリの仕様を検討する。
· RDF Data Cube Vocabulary[footnoteRef:2] [2:  http://www.w3.org/TR/vocab-data-cube/] 

· W3Cで提案されている、統計情報を記述するボキャブラリである。
· 統計情報については、2013年6月に、独立行政法人統計センターが運用する「次世代統計利用システム」のAPIが公開されたことにより、国内において広く注目されている。
· Data Catalog Vocabulary[footnoteRef:3] [3:  http://www.w3.org/TR/vocab-dcat/] 

· W3Cで提案されている、データカタログのメタデータを記述するボキャブラリである。
· IMI（Infrastructure for Multilayer Interoperability: 公共情報交換標準スキーム）
· 経済産業省で検討されている、省庁間のデータを交換するためのデータスキームである。
· IMIはNIEM（National Information Exchange Model）[footnoteRef:4]をベースにした情報交換スキームである。NIEMのボキャブラリ自体はRDFに準拠していないが、RDFをベースに構築しているため、連携できる可能性が高い。 [4:  http://niem.gov/] 


　本提案で整理するボキャブラリは、上記に示すボキャブラリも利用することを検討している。ボキャブラリの候補は、次世代統計利用システムにおいて今回対象とする統計表の軸情報、単位などの統計表を特定するための固有の情報となる。また、次世代統計利用システムAPIとして公開が予定されているLinked Open Data形式の市区町村コード[footnoteRef:5]の利用も検討する。 [5:  http://statdb.nstac.go.jp/system-info/api/api-spec/] 



[bookmark: _Ref369100636][bookmark: _Ref369100643][bookmark: _Toc370315802][bookmark: _Ref369823052][bookmark: _Ref369823195][bookmark: _Toc369852653]④　情報流通連携基盤システム上への統計等情報APIの構築
[bookmark: _Ref369100994][bookmark: _Ref369101004][bookmark: _Toc370315804] 1) 統計におけるデータ形式の検討
本システムにおけるデータ形式を検討する。統計データのRDF化に関しての先行事例[footnoteRef:6]があり、その中の議論ではRDF化にはW3Cが策定している統計データのボキャブラリである、RDF Data Cube Vocabulary を採用している。対象とした統計表は、平成22年度の工業統計調査のうち 4つの表を用いている。図 1は、統計データのRDF表現となっている。統計表におけるそれぞれの観測値ごとにプロパティとして、統計表の属性、軸の属性、数値の属性を付与する方式を採用している。それぞれのデータはブランクノードとして表現されている。先行事例の文献内でも触れているが、「観測値はブランクノードになっているため、処理系での扱いが難しくなり、かつ外部から直接このノードを指定することができない」という問題点がある。本提案では国際標準仕様である RDF Data Cube Vocabulary を採用しつつ、その問題点を解決する方法として、それぞれの観測値に対しユニークなIDを付与する方式を提案する。ユニークなIDとしては、情報流通連携基盤システムでも用いられているucode を採用する。ucodeはユビキタスIDセンターが策定している国際標準仕様であり、URNでの表記も可能な規格である。そのため、RDFで用いることも可能である。それぞれの観測値に対しucodeが割り当てられることで、外部からデータを特定する事ができる。先に述べたデータボキャブラリの整備を行うことにより、データの指標同士がリンクされていることによって、統計表を利用者の必要な形式に再構成できる。そのことにより、統計表を目的に応じて自由に再構成することが可能となる。さらに、先行事例では4つの統計表のみに対して適用しているが、本事業内では数千件規模の統計データに対して適用することで有効性を実証する。また、ucodeの割り当て方針や自動的に採番する方法を検討することで持続的に利用できるような方法を検討する。 [6:  武田 英明ほか, 統計データのLOD化とデータ間の関係の表現, 2013年度 人工知能学会全国大会 ] 


[image: ]
[bookmark: _Ref242847350][bookmark: _Ref242847345]図 1　先行事例におけるデータ形式

[bookmark: _Ref369101012][bookmark: _Ref369101019][bookmark: _Toc370315805]2) 情報流通連携基盤システムでの統計用APIの検討
　情報流通連携基盤システムにおける統計用のAPIに関しては、データの内容に合わせて外部仕様書に規定されているAPIを用いて実現する方法を検討する。また、必要に応じて追加も検討する。
次世代統計利用システムで提供されているAPIは、図 2に示すように3つのクエリを行う必要がある。
(1) 取得したい統計データのキーワードなどを元に希望する統計表IDを収得する。
(2) 統計表のリストから統計表IDを取得し、そのIDをキーとして統計表の指標一覧を取得する。
(3)  統計表の指標をキーにしてデータを取得することで目標とするデータを取得する。

[image: ]
[bookmark: _Ref242849847]図 2　次世代統計利用システムによるデータ取得の例

[image: ]
[bookmark: _Ref242850184]図 3　提案手法によるデータ取得の例

本システムの問題点としては、たとえ同種の指標であったとしても統計表の指標のキーが統計表ごとに異なる場合があるため、個別に統計表の指標一覧を取得しないと検索が実行できない点があげられる。提案する手法では、指標を示すボキャブラリを整理し、個別に検索を行わなくても一意に指定することを可能とする。このことにより、検索クエリを一度発行するだけで所望のデータを取得することが可能となる。図 3は手法の概要を示している。外部仕様書APIに規定されているSPARQL-Based API を用いた検索クエリを発行することで、情報流通連携基盤システム内で次世代統計利用システム用のクエリを生成し、データを取得する。情報流通連携基盤システムを用いることでユーザのクエリ発行回数を削減することができる。また、同一データの場合はキャッシュを用いて次世代統計利用システムへのクエリを抑制することでパフォーマンス向上も見込まれる。

[bookmark: _Ref369101027][bookmark: _Ref369101034][bookmark: _Toc370315806]3) 政府データカタログサイトにおけるデータ形式ならびにAPIの検討
　政府データカタログサイトのシステムとして想定しているCKANは、それぞれのデータに対してメタデータをAPIで取得できるため、そのAPIを用いて情報流通連携基盤システムとの接続を行う。データ形式に関しては、政府データカタログサイトで採用されるメタデータの形式を踏襲する形で策定する予定である。また、APIに関してはシステムで提供されるAPIを用いつつ、SPARQL クエリなどRDFに適した検索クエリを実現する方法を検討する。

[bookmark: _Ref369823075][bookmark: _Ref369823155][bookmark: _Toc369852656][bookmark: _Ref369101273][bookmark: _Ref369101283][bookmark: _Toc370315811][bookmark: _Ref369823082][bookmark: _Ref369823149][bookmark: _Toc369852657]⑤　一般公募による情報サービスの開発
　一般公募による情報サービスの開発について述べる。情報サービスを実証実験期間中に公募し、開発を行う。具体的な公募の方法に関しては、仕様書に示されているように主管課との協議によって決定するため、この提案書においては記載を省略する。また、仕様書にあるように情報サービス開発の公募の告知は11月29日までに実施し、開発者サイトの立ち上げも含め、公募の開始を行う。また、「利活用検討会」への協力も必要に応じて行う。

1） [bookmark: _Ref369101741][bookmark: _Ref369101742][bookmark: _Toc370315812]開発者サイトの構築
開発者向けの情報提供を行うサイトを構築する。サイトでは、APIの仕様、サンプルコード、利用ガイドなどを掲載し、開発者からの問い合わせに対応するためのディスカッション機能、開発されたアプリケーションの一覧を提示する機能を実現する。また、更新情報のニュース配信も行う。

2） [bookmark: _Toc370315813]ボキャブラリ管理システムの構築
　データ保有者がボキャブラリの登録、メンテナンスを行うための管理システムを構築する。ボキャブラリのメタデータとしては、Dublin Core などで用いられている定義を参考に管理情報を策定する。
Dublin Core では、Name, Label, URI, Definition, Type of Term が最小限必要な情報として規定されており、それ以外のメタデータとしては、Comment, See (参照), References (Resource へのリファレンス), Refines (Sub property となる property)、Broader Than (概念的にスーパークラス), Narrower Than (概念的にサブクラス)といった内容で記述可能である。上記を参考に、ボキャブラリを管理、登録できるインタフェースをWeb上に構築し、利用できるシステムを構築する。

3） [bookmark: _Toc370315814]評価
　公募に参加した組織や個人に対し、本システムに関するアンケートを実施する。アンケートの内容を分析し、本システムの利便性、有用性の評価を行う。またアプリケーションは広く一般に公開し、サイト上にアプリケーション公開ページなどのリンク集を作成する。

[bookmark: _Ref369101323][bookmark: _Ref369101332][bookmark: _Toc370315815]⑥　検討会等への協力
総務省が設置を予定している検討会に対して、以下の協力を行う。
(1) 外部仕様書に対する評価や留意点に関して、「技術検討会」にフィードバックを行う。
(2) 「ガバナンス検討会」より課題の提示を受けた場合、本実証を通して、データガバナンスに関する課題を抽出し、「ガバナンス検討会」にフィードバックを行う。
(3) 本実証の実施状況や成果について、主管課の指示に従って「利活用検討会」で発表する。
また、政府データカタログサイトについては、電子行政オープンデータ実務者会議において、当該検討に対し必要な協力を行う。





[bookmark: _Toc383030093] 開発実施詳細



第2章
開発実施詳細

本章では、開発の実施詳細について述べる。

[bookmark: _Toc383030094]「次世代統計利用システム」の調査
[bookmark: _Toc383030095]「次世代統計利用システム」の概要
次世代統計利用システムは、政府統計のポータルサイト「e-Stat」にAPI機能を付加すると共に、e-Statで提供されている統計データを機械可読な形式で提供するシステムである。

[bookmark: _Toc383030096]「次世代統計利用システム」のAPI
次世代統計利用システムのAPIは、RESTベースのAPIが提供されている。扱うデータの種類や操作内容に基づき、以下の5種類のAPIが用意されている。

1. 統計表情報取得
　次世代統計利用システムから統計表の情報を表題やメタ情報に含まれている文字列を基に検索・取得する。
2. 統計表メタ情報取得
　次世代統計利用システムから統計表に対応したメタ情報（表章事項、分類事項、地域事項等）を取得する。
3. 統計データ取得
　統計データを取得する。
4. データセット登録
　検索の度に取得条件を取得することを省略するため、統計データを取得する際の絞り込み条件をあらかじめデータセットとして登録する。
5. データセット参照
　登録されているデータセットを参照する。

以上のAPIが提供されているため、次の手順を踏むことで目的の統計データを取得できる。

1. 統計表情報取得APIを利用して統計表を検索し、統計表情報（次世代統計利用システムではDATALIST_INFタグと表現）と統計表IDを取得する。
2. 統計表情報に含まれる統計表の表題と、統計表IDをパラメータとしてメタ情報取得APIを呼び出して取得できる統計表のメタデータ（次世代統計利用システムではMETADATA_INFタグと表現）に記述されている表章項目や統計軸や統計軸の項目などの情報から、目的とする統計表を選ぶ。
3. 取得したい統計表の統計表IDをパラメータとして統計データ取得APIを呼び出し、統計データを取得する。

[bookmark: _Toc383030097]「次世代統計利用システム」のデータ構造
次世代統計利用システムは、APIのレスポンス形式にXML形式かJSON形式を選択できる。レスポンスに格納される項目は両者で共通である。ここでは、次世代統計利用システムAPI仕様[footnoteRef:7]を参考に、本実証に関連する3つのAPIの本実証に関連するレスポンスのみに絞って説明する。 [7:  http://statdb.nstac.go.jp/wp/wp-content/uploads/2013/06/API-spec.pdf] 


統計表情報取得API
統計表情報取得APIのレスポンスは、GET_STATS_LISTタグの子要素として、APIリクエスト時に指定したパラメータを格納するPARAMETERタグと統計表情報を表すDATALIST_INFタグが格納される。DATALIST_INFタグの内容は表 1の通りである。



[bookmark: _Ref382301247][bookmark: _Ref256341659]表 1 統計表情報取得APIレスポンスのデータ構造（DATALIST_INFタグ）
	タグ名（親）
	タグ名（子）
	内容

	NUMBER
	-
	出力される統計表の件数

	LIST_INF
	-
	統計表情報をNUMBER件格納。
属性に統計表IDを保持。

	
	STAT_NAME
	統計表の政府統計名。属性に政府統計コード（code）を保持。

	
	GOV_ORG
	統計表の作成機関名。

	
	STATISTICS_NAME
	統計表の提供統計名及び
提供分類名。

	
	TITLE
	統計表の表題。属性に表番号（no）を保持。

	
	CYCLE
	統計表の提供周期。

	
	SURVEY_DATE
	統計の調査年月。

	
	OPEN_DATE
	統計表の公開日。

	
	SMALL_AREA
	小地域属性のフラグ。



例として、一般世帯をキーワードに2005年に実施された統計の統計表を検索したレスポンスのサンプルをXML形式で以下に示す。



リクエスト例:
 (
http://statdb.nstac.go.jp/api/1.0b/app/getStatsList?appId=
APPLICATION_ID
 &searchWord=%E4%B8%80%E8%88%AC%E4%B8%96%E5%B8%AF&surveyYears=2005
)

レスポンス例:
 (
<GET_STATS_LIST xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://statdb.nstac.go.jp/api/1.0b/schema/GetStatsList.xsd">
<RESULT>
<STATUS>0</STATUS>
<ERROR_MSG>
正常に終了しました。
</ERROR_MSG>
<DATE>2014-03-11T12:15:53.260+09:00</DATE>
</RESULT>
<PARAMETER>
<LANG>J</LANG>
<SURVEY_YEARS>2005</SURVEY_YEARS>
<SEARCH_WORD>
一般世帯
</SEARCH_WORD>
</PARAMETER>
<DATALIST_INF>
<NUMBER>2</NUMBER>
<LIST_INF id="0003004470">
<STAT_NAME code="00200521">
国勢調査
</STAT_NAME>
<GOV_ORG code="00200">
総務省
</GOV_ORG>
<STATISTICS_NAME>
平成
17
年国勢調査
 
外国人に関する特別集計
 
報告書掲載表
</STATISTICS_NAME>
<TITLE no="4">
外国人のいる世帯の類型（
4
区分），世帯の家族類型（
5
区分），世帯主の国籍（
12
区分）別外国人のいる一般世帯数，一般世帯人員，外国人人員及び外国人親族人員
 
－
 
全国
</TITLE>
<CYCLE>
年次
</CYCLE>
<SURVEY_DATE>200501-200512</SURVEY_DATE>
<OPEN_DATE>2008-06-30</OPEN_DATE>
<SMALL_AREA>0</SMALL_AREA>
</LIST_INF>
<LIST_INF id="0003004447">
<STAT_NAME code="00200521">
国勢調査
</STAT_NAME>
<GOV_ORG code="00200">
総務省
</GOV_ORG>
<STATISTICS_NAME>
平成
17
年国勢調査
 
外国人に関する特別集計
 
報告書非掲載表
</STATISTICS_NAME>
<TITLE no="4">
外国人のいる世帯の類型（
4
区分），世帯の家族類型（
5
区分），世帯主の国籍（
12
区分）別外国人のいる一般世帯数，一般世帯人員，外国人人員及び外国人親族人員
 
－
 
都道府県
</TITLE>
<CYCLE>
年次
</CYCLE>
<SURVEY_DATE>200501-200512</SURVEY_DATE>
<OPEN_DATE>2008-06-30</OPEN_DATE>
<SMALL_AREA>0</SMALL_AREA>
</LIST_INF>
</DATALIST_INF>
</GET_STATS_LIST>
)

メタ情報取得API
メタ情報取得APIのレスポンスは、GET_META_INFOタグの子要素として、APIリクエスト時に指定したパラメータを格納するPARAMETERタグとメタ情報を表すMETADATA_INFタグが格納される。METADATA_INFタグの内容は表 2の通りである。

[bookmark: _Ref382301360][bookmark: _Ref382302942]表 2 メタ情報取得APIレスポンスのデータ構造（METADATA_INFタグ）
	タグ名
（親）
	タグ名（子）
	タグ名（孫）
	内容

	TABLE_INF
	-
	-
	指定した統計表の情報。属性として統計表ID（id）を保持。

	
	STAT_NAME
	-
	統計表の政府統計名。属性として政府統計コード（code）を保持。

	
	GOV_ORG
	-
	統計表の作成機関名。属性として作成機関コード（code）を保持。

	
	STATISTICS_NAME
	-
	統計表の提供統計名及び提供分類名。

	
	TITLE
	-
	統計表の表題。属性として表番号（no）を保持。

	
	SURVEY_DATE
	-
	統計の調査年月を保持。

	CLASS_INF
	-
	-
	統計データのメタデータ。

	
	CLASS_OBJ
	-
	メタ情報。属性としてメタ情報のID（id）、名称（name）及び解説（description）を保持。

	
	
	CLASS
	メタ情報に含まれる要素。属性として、メタ情報要素のコード（code）、名称（name）、階層レベル（level）、単位（unit）及び追加情報（addInf）を保持。



例として、統計表IDが0003004470の統計表のメタ情報をリクエストしたレスポンスのサンプルをXML形式で以下に示す。
リクエスト例: 
 (
http://statdb.nstac.go.jp/api/1.0b/app/getMetaInfo?appId=
APPLICATION_ID
 &statsDataId=0003004470
)
レスポンス例:
 (
<GET_META_INFO xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://statdb.nstac.go.jp/api/1.0b/schema/GetMetaInfo.xsd">
<RESULT>
<STATUS>0</STATUS>
<ERROR_MSG>
正常に終了しました。
</ERROR_MSG>
<DATE>2014-03-11T12:22:29.015+09:00</DATE>
</RESULT>
<PARAMETER>
<LANG>J</LANG>
<STATS_DATA_ID>0003004470</STATS_DATA_ID>
</PARAMETER>
<METADATA_INF><TABLE_INF id="0003004470">
<STAT_NAME code="00200521">
国勢調査
</STAT_NAME>
<GOV_ORG code="00200">
総務省
</GOV_ORG>
<STATISTICS_NAME>
平成
17
年国勢調査
 
外国人に関する特別集計
 
報告書掲載表
</STATISTICS_NAME>
<TITLE no="4">
外国人のいる世帯の類型（
4
区分），世帯の家族類型（
5
区分），世帯主の国籍（
12
区分）別外国人のいる一般世帯数，一般世帯人員，外国人人員及び外国人親族人員
 
－
 
全国
</TITLE>
<SURVEY_DATE>200501-200512</SURVEY_DATE>
</TABLE_INF><CLASS_INF>
<CLASS_OBJ id="cat01" name="
外国人のいる世帯の類型
">
  
<CLASS code="000" name="
総数（外国人のいる世帯の類型）
" level="1"/>
  
<CLASS code="001" name="
外国人のみ
" level="2"/>
  
<CLASS code="002" name="
外国人と日本人がいる世帯
" level="2"/>
  
<CLASS code="003" name="
外国人と日本人がいる世帯　日本人の親族がいる世帯
" level="3"/>
  
<CLASS code="004" name="
外国人と日本人がいる世帯　日本人の親族及び外国人の親族がいる世帯
" level="4"/>
  
<CLASS code="005" name="
外国人と日本人がいる世帯　日本人の親族がいて外国人の親族がいない世帯
" level="4"/>
  
<CLASS code="006" name="
外国人と日本人がいる世帯　日本人の親族がいない世帯
" level="3"/>
</CLASS_OBJ>
<CLASS_OBJ id="cat02" name="
世帯の家族類型
">
  
<CLASS code="000" name="
総数
" level="1" unit="
人
"/>
  
<CLASS code="001" name="
　核家族世帯
" level="2" unit="
人
"/>
  
<CLASS code="002" name="
　　うち夫婦のみの世帯
" level="3" unit="
人
"/>
  
<CLASS code="003" name="
　その他の親族世帯
" level="2" unit="
人
"/>
  
<CLASS code="004" name="
　非親族世帯
" level="2" unit="
人
"/>
  
<CLASS code="005" name="
　単独世帯
" level="2" unit="
人
"/>
</CLASS_OBJ>
（～中略～）
<CLASS_OBJ id="area" name="
全国
030322"><CLASS code="00000" name="
全国
" level="1"/>
</CLASS_OBJ>
<CLASS_OBJ id="time" name="
時間軸
(
年次
)"><CLASS code="2005000000" name="2005
年
" level="1"/>
</CLASS_OBJ>
</CLASS_INF>
</METADATA_INF>
</GET_META_INFO>
)
統計データ取得APIのレスポンス
統計データ取得APIのレスポンスは、GET_STATS_DATAタグの子要素として、APIリクエスト時に指定したパラメータを格納するPARAMETERタグと統計データを表すSTATISTICAL_DATAタグが格納される。STATISTICAL_DATAタグの内容は表 3の通りである。

[bookmark: _Ref382303213]表 3 統計データ取得APIレスポンスのデータ構造（STATISTICAL_DATAタグ）
	タグ名（親）
	タグ名（子）
	内容

	TABLE_INF
	―
	指定した統計表又は指定した
データセットが指し示す統計データ。
属性として統計表ID（id）を保持。

	
	STAT_NAME
	統計表の政府統計名。
属性に政府統計コード（code）を保持。

	
	GOV_ORG
	統計表の作成機関名。

	
	STATISTICS_NAME
	統計表の提供統計名及び提供分類名。

	
	TITLE
	統計表の表題。属性として表番号（no）を保持。

	
	SURVEY_DATE
	統計の調査年月

	
	TOTAL_NUMBER
	指定した絞り込み条件又はデータセットの条件又はその両方の条件にマッチした統計データの総件数。

	
	FROM_NUMBER
	総件数のうち<DATA_INF>タグに出力されるデータの開始位置。

	
	TO_NUMBER
	総件数のうち<DATA_INF>タグに出力されるデータの終了位置。

	
	NEXT_KEY
	リクエストした統計データが一度に取得できなかった際に、次のリクエストで
指定すべきデータの取得開始位置。

	CLASS_INF
	―
	METADATA_INFタグ（表 2）と同一。

	DATA_INF
	-
	統計データの数値情報を出力。データ件数が0の場合とデータ件数のみリクエストした場合にはこのタグは出力されない。

	
	NOTE
	特殊文字の凡例。特殊文字数分だけ出力。属性として特殊文字（char）を保持。

	
	VALUE
	統計数値（セル）の情報。データ件数分だけ出力。属性として、表章事項コード（tab）、分類事項コード（cat01-cat15）、地域事項コード（area）、時間軸事項コード（time）、単位（unit）を保持。



例として、統計表IDが0003004470の統計表のメタ情報をリクエストしたレスポンスのサンプルをXML形式で以下に示す。

リクエスト例: 
 (
http://statdb.nstac.go.jp/api/1.0b/app/getStatsData?appId=
APPLICATION_ID
&statsDataId=0003004470
)



レスポンス例:
 (
<GET_STATS_DATA xmlns:xsi="http://www.w3.org/2001/XMLSchema-instance" xsi:noNamespaceSchemaLocation="http://statdb.nstac.go.jp/api/1.0b/schema/GetStatsData.xsd">
<RESULT>
<STATUS>0</STATUS>
<ERROR_MSG>
正常に終了しました。
</ERROR_MSG>
<DATE>2014-03-11T12:26:30.994+09:00</DATE>
</RESULT>
<PARAMETER>
<LANG>J</LANG>
<STATS_DATA_ID>0003004470</STATS_DATA_ID>
<DATA_FORMAT>X</DATA_FORMAT>
<START_POSITION>1</START_POSITION>
<METAGET_FLG>Y</METAGET_FLG>
</PARAMETER>
<STATISTICAL_DATA>
<TABLE_INF id="0003004470">
<STAT_NAME code="00200521">
国勢調査
</STAT_NAME>
<GOV_ORG code="00200">
総務省
</GOV_ORG>
<STATISTICS_NAME>
平成
17
年国勢調査
 
外国人に関する特別集計
 
報告書掲載表
</STATISTICS_NAME>
<TITLE no="4">
外国人のいる世帯の類型（
4
区分），世帯の家族類型（
5
区分），世帯主の国籍（
12
区分）別外国人のいる一般世帯数，一般世帯人員，外国人人員及び外国人親族人員
 
－
 
全国
</TITLE>
<SURVEY_DATE>200501-200512</SURVEY_DATE>
<TOTAL_NUMBER>2184</TOTAL_NUMBER>
<FROM_NUMBER>1</FROM_NUMBER>
<TO_NUMBER>2184</TO_NUMBER>
</TABLE_INF>
（～中略～）
<DATA_INF>
<NOTE char="***">
当該数値がないもの
</NOTE>
<NOTE char="-">
当該数値がないもの
</NOTE>
<VALUE cat01="000" cat02="000" cat03="000" cat04="000" area="00000" time="2005000000" unit="
人
">1003150</VALUE>
<VALUE cat01="000" cat02="000" cat03="000" cat04="001" area="00000" time="2005000000" unit="
人
">2219264</VALUE>
<VALUE cat01="000" cat02="000" cat03="000" cat04="002" area="00000" time="2005000000" unit="
人
">1520038</VALUE>
<VALUE cat01="000" cat02="000" cat03="000" cat04="003" area="00000" time="2005000000" unit="
人
">1497070</VALUE>
<VALUE cat01="000" cat02="000" cat03="001" cat04="000" area="00000" time="2005000000" unit="
人
">250334</VALUE>
<VALUE cat01="000" cat02="000" cat03="001" cat04="001" area="00000" time="2005000000" unit="
人
">826686</VALUE>
（～中略～）
<VALUE cat01="006" cat02="005" cat03="012" cat04="003" area="00000" time="2005000000" unit="
人
">***</VALUE>
</DATA_INF>
</STATISTICAL_DATA>
</GET_STATS_DATA>
)

[bookmark: _Toc383030098]「次世代統計利用システム」の問題点
本提案を行うために検討を行った結果、以下に示すような統計表に対する問題点が明らかとなった。
(1) データの指標が実施毎に異なり指標を理解するために人が解釈する必要がある
(2) データの指標が乱立しているため、調査年度をまたいでの検索などを行う場合に、機械的な処理が難しい
(3) 市町村合併の影響等によって名前やエリアが揺らぐ
(4) 時間軸の扱いが一律でない
上記の理由から、すべての統計軸に1対1で対応する語彙を定義する形で単純にRDF化しても一般の利用者に扱えるようにはならない。また、次世代統計利用システムで取得できる統計表に関して検討を行った結果、統計表の数が約33,000件、データ軸[footnoteRef:8]数が9,900件以上、データ軸の項目数が62,000件以上、地名の項目数が10,000件以上、時間軸の項目数が800件以上、データ点数が6億以上となっており、すべてのデータに対してボキャブラリを精査し、データ構築を行うためのクラスを検証するのは工数的に難しい。 [8:  データ軸の例は「性別」「年齢」であり、データ軸の項目の例は「男」「女」「15歳未満」である。] 

従って、本実証を進めるにあたり、次のような条件で抽出した統計表を対象として検討している。
· 統計表間で比較を行うことが可能な、長期間、データの指標が安定している統計表
· 統計データを応用したアプリケーションを実現するために有用と思われる、小地域やメッシュなど細かい粒度でエリアが分割されている統計表
この条件を満たす統計表として、現時点では、以下の統計表（約2,300件）や関連情報を対象とした。
· 次世代統計利用システムAPIから取得する統計表・関連情報
· メッシュ統計、国勢調査小地域集計
· 平成12年から現在までの以下のデータが収録されている
· 国勢調査（500mメッシュ、1kmメッシュ、小地域）
· 統計表は都道府県毎に分割されているため、およそ2,300件存在し、含まれるデータ数はおよそ1億1千万件である
· HTMLやExcel等のデータから抽出する統計表・関連情報
· 日本標準産業分類の一覧
· 平成5年に改正されてから現在までの分類（計3回）
· HTMLで公開されている範囲を対象としている
· 日本標準職業分類の一覧
· 平成9年に改正されてから現在までの分類（計2回）
· HTMLで公開されている範囲を対象としている

[bookmark: _Toc383030099]「政府データカタログサイト」の調査
[bookmark: _Toc383030100]「政府データカタログサイト」の概要
政府データカタログサイト試行版には、CKAN[footnoteRef:9]と呼ばれるOpen Knowlegde Foundation が開発したオープンソースのデータポータルサイトソフトウェアが採用されている。世界的に見て、オープンデータカタログサイトとして最も多く利用されているシステムがCKAN である。データセットを公開するためのインタフェースを備え、検索を行いやすくするためにメタデータを付与できるフレームワークが用意されている。また、APIも用意されており、データをインポート、エクスポートする仕組みなどが備えられている。CKANは様々な政府系サイトで用いられており、アメリカ、イギリスを始め、EU、カナダ、スロバキア、その他自治体などで多くの採用事例があり、現時点におけるデファクト・スタンダードである。本実証では、政府データカタログサイトで採用されているCKANについて、APIや登録されるメタデータの内容に関して調査を実施した。 [9:  http://ckan.org/] 


[bookmark: _Toc383030101]「政府データカタログサイト」の構成
政府データカタログサイトは、新着情報やオープンデータの取組などを掲載するために利用されているContents Management System (CMS)のNet Commons[footnoteRef:10]と、データを管理するCKANから構成されている。それぞれのシステムは別のURLにマウントされていることがWebサイトの構成を調査することでわかった。Net Commonsはhttp://www.data.go.jp/ 以下にマウントされ、CKANはhttp://www.data.go.jp/data/ 以下にマウントされている。政府データカタログサイト試行版のトップ画面を図 4に示す。 [10:  http://www.netcommons.org/] 

本実証では、Net CommonsとCKANから構成される政府データカタログサイト試行版のうち、政府のデータカタログを提供するCKANに着目して議論を行う。

[image: ]
[bookmark: _Ref382308349]図 4 政府データカタログサイト試行版 トップ画面

CKANには、データセット、リソース、グループ、組織という情報を利用してオープンデータの管理を行っている。以下、それぞれについて解説する。

データセット
データセットはデータを発行する単位である。言い換えるとデータのひとまとまりである。データセットにはメタデータとリソースが含まれる。メタデータは、そのデータが何であるか、ライセンスは何か等を解説するデータである。

リソース
リソースはデータ自身を表す。CKANはリソースのデータ形式は問わない。リソースはCKAN内部で保持しても、データ別の場所に保存しておき、そのデータにアクセスするためのURLを格納しても良い。一つのデータセットに複数のリソースを所属させることが可能である。

グループ
グループには、データセットが所属し、同じようなデータセットをグループ化して検索性を向上させることができる。政府データカタログサイト試行版で利用されているグループの一部を以下に抜粋する。
· 沿岸域情報提供システム（ＭＩＣＳ）による海の安全に関する情報(防災,減災)
· 自動車輸送統計(統計) (643)
· 学校基本調査(統計) (622)
· 鉄道輸送統計(統計) (545)
· 国土調査に関する成果(地理空間) (396)
· 環境放射線等モニタリングデータ公開システム(防災,減災)

組織
組織には、ユーザやデータセットが所属する。組織に所属しているユーザは、所属する組織が保有するデータセットを追加・編集・削除などの管理を行える。

[bookmark: _Toc383030102]「政府データカタログサイト」のAPI
政府データカタログサイト試行版は、1月15日時点でCKANバージョン2.1.1を利用して構築されている。CKANでは、それぞれのデータに対するメタデータをRESTベースのAPIで取得できる。ここでは、CKAN2.1.1で提供されているAPIのうち最新バージョンのAPIについて、本実証に関連するGET-API関連を抜粋して説明する。なおパラメータや返値の説明は、CKANドキュメント[footnoteRef:11]から引用している。 [11:  http://docs.ckan.org/en/latest/api/index.html] 

データセットの一覧を取得する
CKANに登録されているデータセット名のリストを取得する。

ckan.logic.action.get.package_list(context, data_dict)
Return a list of the names of the site’s datasets (packages).
	Parameters:
	· limit (int) – if given, the list of datasets will be broken into pages of at most limit　datasets per page and only one page will be returned at a time (optional)
· offset (int) – when limit is given, the offset to start returning packages from

	Return type:
	list of strings



データセットのメタデータ詳細を取得する
引数で指定したデータセット名（id）に対応したメタデータを取得する。

ckan.logic.action.get.package_show(context, data_dict)
Return the metadata of a dataset (package) and its resources.
	Parameters:
	· id (string) – the id or name of the dataset
· use_default_schema (bool) – use default package schema instead of a custom schema defined with an IDatasetForm plugin (default: False)

	Return type:
	dictionary



データセットを検索する
引数で指定した条件にマッチするデータセットの一覧を取得する。

ckan.logic.action.get.package_search(context, data_dict)
Searches for packages satisfying a given search criteria.
This action accepts solr search query parameters (details below), and returns a dictionary of results, including dictized datasets that match the search criteria, a search count and also facet information.
Solr Parameters:
For more in depth treatment of each paramter, please read the Solr Documentation.
This action accepts a subset of solr’s search query parameters:
	Parameters:
	· q (string) – the solr query. Optional. Default: "*:*"
· fq (string) – any filter queries to apply. Note: +site_id:{ckan_site_id} is added to this string prior to the query being executed.
· sort (string) – sorting of the search results. Optional. Default:'relevance asc, metadata_modified desc'. As per the solr documentation, this is a comma-separated string of field names and sort-orderings.
· rows (int) – the number of matching rows to return.
· start (int) – the offset in the complete result for where the set of returned datasets should begin.
· facet (string) – whether to enable faceted results. Default: True.
· facet.mincount (int) – the minimum counts for facet fields should be included in the results.
· facet.limit (int) – the maximum number of values the facet fields return. A negative value means unlimited. This can be set instance-wide with the search.facets.limitconfig option. Default is 50.
· facet.field (list of strings) – the fields to facet upon. Default empty. If empty, then the returned facet information is empty.


The following advanced Solr parameters are supported as well. Note that some of these are only available on particular Solr versions. See Solr’s dismax and edismax documentation for further details on them:
qf, wt, bf, boost, tie, defType, mm
Results:
The result of this action is a dict with the following keys:


	Return type:
	A dictionary with the following keys

	Parameters:
	· count (int) – the number of results found. Note, this is the total number of results found, not the total number of results returned (which is affected by limit and row parameters used in the input).
· results (list of dictized datasets.) – ordered list of datasets matching the query, where the ordering defined by the sort parameter used in the query.
· facets (DEPRECATED dict) – DEPRECATED. Aggregated information about facet counts.
· search_facets (nested dict of dicts.) – aggregated information about facet counts. The outer dict is keyed by the facet field name (as used in the search query). Each entry of the outer dict is itself a dict, with a “title” key, and an “items” key. The “items” key’s value is a list of dicts, each with “count”, “display_name” and “name” entries. The display_name is a form of the name that can be used in titles.
· use_default_schema (bool) – use default package schema instead of a custom schema defined with an IDatasetForm plugin (default: False)


An example result:
{'count': 2,
 'results': [ { <snip> }, { <snip> }],
 'search_facets': {u'tags': {'items': [{'count': 1,
                                        'display_name': u'tolstoy',
                                        'name': u'tolstoy'},
                                       {'count': 2,
                                        'display_name': u'russian',
                                        'name': u'russian'}
                                      ]
                            }
                  }
}
Limitations:
The full solr query language is not exposed, including.

fl
The parameter that controls which fields are returned in the solr query cannot be changed. CKAN always returns the matched datasets as dictionary objects.

[bookmark: _Toc383030103]「政府データカタログサイト」のメタデータ
政府データカタログサイト試行版で利用されているメタデータについて、CKANドキュメントと政府データカタログサイトにて公開されているドキュメント[footnoteRef:12]を参考に解説する。 [12:  http://www.data.go.jp/data/dataset/cas_99_ds_140110_00000001/resource/f7704a53-26b4-4b8c-b4ba-378a067ad149] 


データセット
データセットのメタデータについて、表 4にまとめる。

[bookmark: _Ref382313300][bookmark: _Ref382313297]表 4政府データカタログサイト試行版で利用されているデータセットのメタデータ
	メタデータ名
	CKAN API
フィールド名
	内容

	タイトル
	title
	データセットのタイトル

	URL
	name
	データセットのURL

	組織
	owner_org
	データセットの作成者である
組織のID

	公表者
	extras ( key: publisher, value:値)
	データセットの公表部局名

	作成者
	author
	データセットの作成者名

	データセットの作成頻度
	extras ( key: frequency_of_update, value: 値)
	データセットの作成頻度

	説明
	notes
	データセットの説明

	タグ
	tags
	データセットの検索用タグ

	データセットのリリース日
	extras ( key: release_day, value: 値）
	データセットがリリースされたYYYY-MM-DD形式の日付


リソース
リソースのメタデータについて、表 5にまとめる。

[bookmark: _Ref382314722]表 5 政府データカタログサイト試行版で利用されているリソース のメタデータ
	メタデータ名
	CKAN API
フィールド名
	内容

	名前
	name
	リソースの名称

	URL
	url
	リソースのURL

	説明
	description
	リソースの説明

	データ形式
	format
	リソースの拡張子

	ファイルサイズ
	extras (key: file_size, value: 値)
	ファイルの容量

	最終更新日
	extras ( key: last_modified, value: 値)
	YYYY-MM-DD形式で表現した
リソースの最終更新日

	リソースのライセンス
	extras ( key: resource_license_id, value: 値)
	リソースのライセンス

	コピーライト
	extras ( key, copyright, value: 値)
	国以外の者が著作権を有するか否か

	リソースの言語
	extras (key, language, value: 値)
	リソースの中身で扱っている言語

	補足
	extras (key: supplementation, value: 値)
	補足事項





グループ
グループのメタデータについて、表 6にまとめる。

[bookmark: _Ref382314918]表 6政府データカタログサイト試行版で利用されているグループのメタデータ
	メタデータ名
	CKAN APIフィールド名
	内容

	title
	title
	グループのタイトル

	name
	name
	グループのURL

	description
	description
	グループの説明



組織
組織のメタデータについて、表 7にまとめる。なおCKAN内部的にはグループと組織は同一のデータベースのテーブルに格納されているためメタデータはグループと共通である。

[bookmark: _Ref383027086]表 7政府データカタログサイト試行版で利用されている組織のメタデータ
	メタデータ名
	CKAN APIフィールド名
	内容

	title
	title
	グループのタイトル

	name
	name
	グループのURL

	description
	description
	グループの説明




[bookmark: _Toc383030104]データ規格の構築
本実証では、平成24年度外部仕様書に掲載されているDublin Core、FOAFおよび国内外のデータ規格（ボキャブラリ）に関する調査を行い、次世代統計利用システムから取得できる統計データと、政府データカタログサイトから取得できるデータを表現するためのボキャブラリの仕様を検討した。

[bookmark: _Ref382336534][bookmark: _Toc382428077][bookmark: _Toc383030105]既存のデータ規格調査
平成24年度外部仕様書には、Dublin Coreのボキャブラリとして、ダブリンコア基本要素とDCMI語彙、ダブリンコアタイプ要素の各ボキャブラリセットが掲載されている。ここではさらに、FOAF、RDF Data Cube Vocabulary、Data Catalog Vocabulary、IMI、次世代統計利用システムAPIで公開されているLinked Open Data形式の市区町村コードについて調査を行った。

ダブリンコア基本要素
ダブリンコア基本要素は、国際標準規格ISO 15836 が規定するWWW上におけるリソースに関する情報を記述するためのボキャブラリセットである。このボキャブラリセットの名前空間は下記の通りである。
http://purl.org/dc/elements/1.1/
　この名前空間をdc:と記す。ボキャブラリの詳細は情報流通連携基盤外部仕様書を参照されたい。

DCMI語彙
DCMI 語彙（DCMI Metadata Terms）は、ダブリンコア基本要素を拡張し、その意味を細分化して定義されたボキャブラリセットである。これには以下の4 つの要素が含まれる。
· プロパティ
ダブリンコア基本要素を拡張し、その意味を細分化して定義したもの。
· 語彙符号化スキーム
プロパティ値の単位やスキームを規定したもの。
· 構文符号化スキーム
プロパティ値の記述形式を示したもの。
· クラス
共通する特性等を有する要素をグループ化するためのカテゴリ。
DCMI 語彙のボキャブラリセットの名前空間は、下記の通りである。
http://purl.org/dc/terms/
この名前空間をdct:と記す。ボキャブラリの詳細は情報流通連携基盤外部仕様書を参照されたい。

ダブリンコアタイプ要素
ダブリンコアタイプ要素のボキャブラリセットは主語のデータタイプを定義するボキャブラリセットである。このボキャブラリセットの名前空間は下記の通りである。
http://purl.org/dc/dcmitype/
この名前空間をdctype:と記す。ボキャブラリの詳細は情報流通連携基盤外部仕様書を参照されたい。

FOAF
FOAF（Friend of a Friend）は人に関する情報をRDFで記述することによりコンピュータを用いて人に関する情報を簡単に、また意味の通る方法で分析できるようにさせるプロジェクトである。FOAF ボキャブラリセットはこのプロジェクトが規定するボキャブラリセットである。
このボキャブラリセットの名前空間は下記の通りである。
http://xmlns.com/foaf/0.1/
この名前空間をfoaf:と記す。ボキャブラリの詳細は情報流通連携基盤外部仕様書を参照されたい。

RDF Data Cube Vocabulary
RDF Data Cube Vocabularyは統計データに代表される多次元のデータを記述するためのボキャブラリセットである。このボキャブラリセットの名前空間は下記の通りである。
http://purl.org/linked-data/cube#
この名前空間をqb:と記す。このボキャブラリセットで定義されるクラスを表 8に、プロパティを表 9にまとめる。

[bookmark: _Ref382419111]表 8 RDF Data Cube Vocabularyのボキャブラリセット（クラス）
	ucode
	Alias URI
	意味

	0FFFDE000000000000000000001F0001
	qb:DataSet
	様々なスライスから構成され、いくつかの共通な次元構造に従う観測の集合。

	0FFFDE000000000000000000001F0002
	qb:Observation
	一つ以上の測定値を持つ一つの観測。

	0FFFDE000000000000000000001F0003
	qb:ObservationGroup
	観測の任意のグループを表現。

	0FFFDE000000000000000000001F0004
	qb:Slice
	次元の値やスライスのコンポーネントのプロパティを固定することで定義されたデータセットのサブセットを表現する。

	0FFFDE000000000000000000001F0005
	qb:Attachable
	属性と次元を有することができるすべてのものの抽象上位集合。

	0FFFDE000000000000000000001F0006
	qb:ComponentProperty
	次元や属性や測度を表すような全てのプロパティの抽象上位集合。

	0FFFDE000000000000000000001F0007
	qb:DimensionProperty
	　キューブの次元を表すようなコンポーネントプロパティのクラス。

	0FFFDE000000000000000000001F0008
	qb:AttributeProperty
	例えば測定の単位のように、キューブ内の観測の属性を表すようなコンポーネントプロパティのクラス。

	0FFFDE000000000000000000001F0009
	qb:MeasureProperty
	観測された事象の測定値を表すコンポーネントプロパティのクラス。

	0FFFDE000000000000000000001F000A
	qb:CodedProperty
	全てのコード化されたコンポーネントプロパティの上位集合。

	0FFFDE000000000000000000001F000B
	qb:DataStructureDefinition
	データセットかスライスの構造定義。

	0FFFDE000000000000000000001F000C
	qb:ComponentSpecification
	Data Structure Definition（DSD）で利用方法が決められているコンポーネント（属性や次元など）のプロパティの定義に利用する。

	0FFFDE000000000000000000001F000D
	qb:ComponentSet
	一つ以上のコンポーネントプロパティに言及する事物の抽象クラス。

	0FFFDE000000000000000000001F000E
	qb:SliceKey
	矛盾しないスライスによって決められたデータセットのコンポーネントプロパティの部分集合。

	0FFFDE000000000000000000001F000F
	qb:HierarchicalCodeList
	コード化に利用される一般化された概念の階層を表現する。





[bookmark: _Ref382419113][bookmark: _Ref256341622]表 9 RDF Data Cube Vocabularyのボキャブラリセット（プロパティ）
	ucode
	Alias URI
	意味

	0FFFDE000000000000000000001F8001
	qb:dataSet
	所属するデータセットを示す。

	0FFFDE000000000000000000001F8002
	qb:observation
	データセットのスライスに含まれる観測を示す。

	0FFFDE000000000000000000001F8003
	qb:slice
	データセットの部分集合を示す。

	0FFFDE000000000000000000001F8004
	qb:observationGroup
	観測の集合を示す。

	0FFFDE000000000000000000001F8005
	qb:measureType
	どの測定がこの観測から得られるかをこの次元の値で示すような汎用の測定次元。

	0FFFDE000000000000000000001F8006
	qb:structure
	主語のデータセットが従っている構造を示す。

	0FFFDE000000000000000000001F8007
	qb:component
	データセットの構造に含まれるコンポーネント仕様を示す。

	0FFFDE000000000000000000001F8008
	qb:componentProperty
	DataSetに期待されるComponentPropertyまたはSliceKeyによって定められた次元を示す。

	0FFFDE000000000000000000001F8009
	qb:order
	表現の案内に使われる、この構造を持つ集合のコンポーネントのための優先順序

	0FFFDE000000000000000000001F800A
	qb:componentRequired
	DSD中でコンポーネントプロパティが必須か任意かを示す。

	0FFFDE000000000000000000001F800B
	qb:componentAttachment
	コンポーネントプロパティが添付されるべき階層を示す。階層はqb:DataSetかqb:Sliceまたは qb:Observationか、qb:MeasurePropertyである。

	0FFFDE000000000000000000001F800C
	qb:dimension
	コンポーネントが次元であることを明確にするためのqb:componentPropertyの代替。

	0FFFDE000000000000000000001F800D
	qb:measure
	コンポーネントが測定であることを明確にするためのqb:componentPropertyの代替。

	0FFFDE000000000000000000001F800E
	qb:attribute
	コンポーネントが属性であることを明確にするためのqb:componentPropertyの代替。

	0FFFDE000000000000000000001F800F
	qb:measureDimension
	コンポーネントが測定次元であることを明確にするためのqb:componentPropertyの代替。

	0FFFDE000000000000000000001F8010
	qb:sliceStructure
	主語のスライスに相当するスライスキーを示す。

	0FFFDE000000000000000000001F8011
	qb:sliceKey
	主語のデータセット中のスライスに使われるスライスキーを示す。

	0FFFDE000000000000000000001F8012
	qb:concept
	測定される、またはComponentPropertyによって示される概念を付与する。

	0FFFDE000000000000000000001F8013
	qb:codeList
	CodedPropertyに関連するコードリストを付与する。

	0FFFDE000000000000000000001F8014
	qb:hierarchyRoot
	階層の基底を規定する。階層は1つ以上の基底を持つ。

	0FFFDE000000000000000000001F8015
	qb:parentChildProperty
	階層の親の概念と子供の概念を関連づけるためのプロパティを規定する。



Data Catalog Vocabulary
Data Catalog Vocabulary (DCAT)はデータセットに関するメタデータを記述するためのボキャブラリセットである。このボキャブラリセットの名前空間は下記の通りである。
http://www.w3.org/ns/dcat#
以下この名前空間をdcat:と記す。ボキャブラリの詳細は情報流通連携基盤外部仕様書を参照されたい。

IMI (Infrastructure for Multilayer Interoperability)
IMIとは、経済産業省の「公共情報交換標準スキームの整備に関する調査研究」で提案された、公共情報交換標準スキームである。ISA joinup CoreとNIEMを参考に、日本で必要とされる語彙も考慮しつつ、共通的に広く利用されると見込まれる語彙を定義している。IMIは、特定の分野に特化したボキャブラリを定義するドメインボキャブラリと、複数のドメインに渡って利用される語彙を定義するコアボキャブラリから構成される。IMIが現在規定している範囲は、コアボキャブラリと、防災ドメイン、施設ドメインのボキャブラリである。
本実証では統計情報と政府データカタログ情報を対象としているため、IMIの規定している語彙をそのまま採用することは難しい。RDFとして一般的に利用されているボキャブラリと、IMIで規定されているボキャブラリに共通するボキャブラリもいくつか存在するため、これらをowl:sameAsによって結び、同じ意味であることを明確にすることは可能である。例えば、統計を実施した年月はIMIコアボキャブラリの「ic: 日付_年月」を利用できる、Data Cube Vocabularyの qb:mesureType（単位）とIMIコアボキャブラリの「ic:測定単位_単位」はほぼ同義であるなどの関係をRDFによって記述することができる。

次世代統計利用システムAPIで公開されているLinked Open Data形式の都道府県・市区町村コード
2013年12月から、次世代統計利用システムAPIにて都道府県・市区町村コード情報が提供[footnoteRef:13]された。このデータでは、現在の都道府県・市区町村のコードだけではなく、市町村合併などといった廃置分合等情報が提供されており、非常に有用である。提供されている情報は市町村単位の分解能である。本実証で提供するデータの地域の単位は、市町村単位よりもさらに細かい粒度である小地域であるため、市町村単位の分解能の情報では有効に組み合わせることができないと判断したため、本実証にて採用することは見送った。しかし、今後、市町村単位の情報など、提供する情報を増やす場合には非常に有効活用できると思われる。 [13:  http://statdb.nstac.go.jp/info/apiadd/] 


[bookmark: _Toc382428078][bookmark: _Toc383030106]統計情報を記述するボキャブラリ
ボキャブラリの設計方針
統計データのRDF化にあたって、世界的に広く利用されつつあるRDF Data Cube Vocabularyを採用した。RDF Data Cube Vocabularyでは、多次元の項目から特徴付けられるデータを、統計データを交換するために広く使われているSDMXのキューブモデルで表現することによって、データの比較を行いやすくすることを目指している。
RDF Data Cube Vocabularyでは、すべての統計データはデータセットに所属する。データセットの構成方法として、RDF Data Cube Vocabularyで規定されている方法は存在しないが、一般的には統計の種類毎に行う場合や、統計の種類と統計実施年の組ごとにデータセットを作成して利用されている。本実証では、公開されている統計情報のデータの性質から、国勢調査の実施年ごとにデータセットを作成することとした。データセットを統計の種類毎に構成するためには、データセット構造定義で利用する軸を指定する必要があるため、実施年ごとに軸が共通である必要がある。しかし現実の統計データでは、実施年によって軸に含まれる項目（codelist）が違うことがある。軸に含まれる項目が変わる場合には、同じ統計表でも実施年をまたいで軸を共通化できないため、データセット構造定義を共通化できない。このため、データセット構造定義を実施年ごとに作成する必要が生じ、結果的にデータセットも実施年ごとに作成している。
　統計データの統計軸の情報や調査実施年、エリアなどの情報は、統計データに付与する方法やデータセットに付与する方法などが存在する。本実証では、公開されている統計表になるべく忠実にRDF化作業を行ったため、1つのデータセットに複数の異なる観測データが存在する場合があったため、データセットに統計軸の定義やエリアなどの情報を紐付けることとした。
統計軸の名前（例えば性別）や統計軸に含まれる項目の名前（例えば、男性、女性など）には、同じ概念を様々な別の言葉で表現する可能性があるため（例えば、男、女など）、これに対応できるようdc:titleやrdf:labelを採用せず、skos:prefLabelを採用した。このため、一つの概念に複数の名前の表記がある場合にはskos:altLabelを複数関連づけることによって、別名の記述を行うことが可能となっている。

ボキャブラリの概要
ボキャブラリの調査結果に基づき、統計情報を記述するためのボキャブラリにはRDF Data Cube Vocabularyが適していることがわかった。そのため本実証では、統計情報を記述するボキャブラリとしてRDF Data Cube Vocabularyを採用して記述を行った。統計データのRDF化の例として有名なイタリアの移民統計のRDF化データ[footnoteRef:14]などを参考にして、RDF Data Cube Vocabulary以外にSKOS等も利用した。また、適切に統計データの記述を行うため、独自のボキャブラリも定義した。なお、新規定義したボキャブラリセットののインスタンスと、実施回毎の統計表のクラス・インスタンスを記述すると数が膨大となるため、実施回に依存しない共通のクラスのみを表に列挙している。なお、実施回に依存する統計表のクラス・インスタンスのうち、メッシュエリアを表すインスタンスが1,490,248件、小地域を表すインスタンスが291,637件であった。 [14:  http://www.linkedopendata.it/datasets/istat-immigration] 


[bookmark: _Ref351300260]表 10: 統計データ記述に利用したボキャブラリ
	ボキャブラリの種類
	個数

	外部仕様書から参照したボキャブラリ（クラス）（表 11）
	3

	外部仕様書から参照したボキャブラリ（プロパティ）（表 12）
	3

	情報流通連携基盤外部仕様書に新規追加したボキャブラリ（クラス）（表 13）
	7

	情報流通連携基盤に新規追加したボキャブラリ（プロパティ）（表 14）
	16

	統計データ規格策定のために新規定義したボキャブラリ（クラス）（表 15）
	19

	（プロパティ）（表 16）
	19

	統計データ規格策定のために新規定義したボキャブラリ（インスタンス）
	192

	統計データ記述のために新規定義した実施回に依存するボキャブラリ（クラス・インスタンス）
	733

	統計データ記述のために新規定義した実施回に依存するボキャブラリ（プロパティ）
	35

	合計
	1,027





[bookmark: _Ref382342034][bookmark: _Ref382342016][bookmark: _Ref382342024]表 11 外部仕様書から参照したボキャブラリ（クラス）
	ucode
	Alias URI
	意味

	0FFFDE00000000000000000000110002
	rdfs:Class
	RDF クラスを表すクラス

	0FFFDE00000000000000000000110004
	rdfs:Literal
	文字列などリテラルを表すクラス

	0FFFDE00000000000000000000120002
	owl:Class
	OWL クラスを表すクラス



[bookmark: _Ref256341671][bookmark: _Ref256341636]表 12 外部仕様書から参照したボキャブラリ（プロパティ）
	ucode
	Alias URI
	意味

	0FFFDE00000000000000000000018001
	rdf:type
	主語のクラスを示す

	0FFFDE00000000000000000000118006
	rdfs:comment
	主語に対応する、人間が理解するための説明

	0FFFDE00000000000000000000118004
	rdfs:range
	目的語クラスは主語プロパティの値域である





[bookmark: _Ref256341687][bookmark: _Ref256341709]表 13 情報流通連携基盤外部仕様書に新規追加したボキャブラリ（クラス）
	ucode
	Alias URI
	意味

	0FFFDE000000000000000000001F0001
	qb:Dataset
	様々なスライスから構成され、いくつかの共通な次元構造に従う観測の集合。

	0FFFDE000000000000000000001F000B
	qb:DataStructureDefinition
	データセットかスライスの構造定義。

	0FFFDE000000000000000000001F0007
	qb:DimensionProperty
	キューブの次元を表すようなコンポーネントプロパティのクラス。

	0FFFDE000000000000000000001F0008
	qb:AttributeProperty
	例えば測定の単位のように、キューブ内の観測の属性を表すようなコンポーネントプロパティのクラス。

	0FFFDE000000000000000000001F000C
	qb:ComponentSpecification
	Data Structure Definition（DSD）で利用方法が決められているコンポーネント（属性や次元など）のプロパティの定義に利用する。

	0FFFDE000000000000000000001E0001
	skos:Concept
	SKOS概念のクラス

	0FFFDE000000000000000000001E0002
	skos:ConceptScheme
	SKOS概念の集合





[bookmark: _Ref256341697][bookmark: _Ref256341719]表 14 情報流通連携基盤に新規追加したボキャブラリ（プロパティ）
	ucode
	Alias URI
	意味

	0FFFDE000000000000000000001F8006
	qb:structure
	主語のデータセットが従っている構造を示す。

	0FFFDE000000000000000000001F800C
	qb:dimension
	コンポーネントが次元であることを明確にするためのqb:componentPropertyの代替。

	0FFFDE000000000000000000001F800E
	qb:attribute
	コンポーネントが属性であることを明確にするためのqb:componentPropertyの代替。

	0FFFDE000000000000000000001F800B
	qb:componentAttachment
	コンポーネントプロパティが添付されるべき階層を示す。階層はqb:DataSetかqb:Sliceまたは qb:Observationか、qb:MeasurePropertyである。

	0FFFDE000000000000000000001F8013
	qb:codeList
	CodedPropertyに関連するコードリストを付与する。

	0FFFDE000000000000000000001F8007
	qb:component
	データセットの構造に含まれるコンポーネント仕様を示す。

	0FFFDE000000000000000000001F8001
	qb:dataSet
	所属するデータセットを示す。

	0FFFDE000000000000000000001F8012
	qb:concept
	測定される、またはComponentPropertyによって示される概念を付与する。

	0FFFDE0000000000000000000020A007
	sdmx-dimension:refArea
	測定した統計データに関連する国または地方。

	0FFFDE0000000000000000000020B07B
	sdmx-attribute:unitMeasure
	測定したデータ値の単位。

	0FFFDE0000000000000000000020C005
	sdmx-measure:obsValue
	特定の期間における特定の変数の値。

	0FFFDE000000000000000000001E8004
	skos:prefLabel
	優先字句ラベル

	0FFFDE000000000000000000001E801B
	skos:exactMatch
	主語と目的語が完全等価写像関連性であることを主張する

	0FFFDE000000000000000000001E8002
	skos:hasTopConcept
	主語の親概念は目的語であることを表す。

	0FFFDE000000000000000000001E8003
	skos:topConceptOf
	主語は目的語の親概念であることを表す。

	0FFFDE000000000000000000001E8001
	skos:inScheme
	主語は目的語のスキームに属することを表す。





[bookmark: _Ref382854448][bookmark: _Ref382473737]表 15統計データ規格策定のために新規定義したボキャブラリ（クラス）
	ucode
	Alias URI
	意味

	0FFFDE00000000000000000000210001
	odstat:Unit
	統計データの単位を表すクラス

	0FFFDE00000000000000000000211001
	odstat-ref:CodelistRangeSuppressedOrCombined
	秘匿地域・合算地域を表すコードのクラス

	0FFFDE00000000000000000000211002
	odstat-ref:CodelistRangeRelationshipToTheHouseholder
	世帯主との続柄を表す
クラス

	0FFFDE00000000000000000000211003
	odstat-ref:CodelistRangeTypeOfHousehold
	世帯の種類を表すクラス

	0FFFDE00000000000000000000211004
	odstat-ref:CodeListAge
	年齢を表すクラス

	0FFFDE00000000000000000000211005
	odstat-ref:CodelistRangeTypeOfSex
	性別の種類を表すクラス

	0FFFDE00000000000000000000211006
	odstat-ref:CodelistRangeHouseholdMembers
	世帯の構成人数を表す
クラス

	0FFFDE00000000000000000000211007
	odstat-ref:CodelistRangeEconomicTypeOfHouseholdL1
	世帯の経済構成を表す
クラス

	0FFFDE00000000000000000000211008
	odstat-ref:CodelistRangeKindOfHousing
	住居の種類を表すクラス

	0FFFDE00000000000000000000211009
	odstat-ref:CodelistRangeTypeOfBuidingDetachedHouse
	住宅の建て方を表すクラス

	0FFFDE0000000000000000000021100A
	odstat-ref:CodelistRangeTotalNumberOfFloors
	建物全体の階数を4区分で表すクラス

	0FFFDE0000000000000000000021100B
	odstat-ref:CodelistRangeOccupationalClassificationMajorGroups
	日本標準職業分類（大分類）を表すクラス

	0FFFDE0000000000000000000021100C
	odstat-ref:CodelistRangeSchoolingStatus
	在就学状況を表すクラス

	0FFFDE0000000000000000000021100D
	odstat-ref:CodelistRangeAttendingOrGraduatedSchool
	在籍中または卒業した学校を表すクラス

	0FFFDE0000000000000000000021100E
	odstat-ref:CodelistRangeWorkDuringTheWeekFrom24thTo30thOfSeptember
	仕事の様態を表すクラス

	0FFFDE0000000000000000000021100F
	odstat-ref:CodelistRangeEmployedOrSelfEmployed
	勤めか自営かの別を表すクラス

	0FFFDE00000000000000000000211010
	odstat-ref:CodelistRangeIndustryMajorGroups
	産業分類（大分類）を表すクラス

	0FFFDE00000000000000000000212001
	odstat-area:CodeRangeMeshArea
	メッシュ統計用地域を表現するクラス

	0FFFDE00000000000000000000212002
	odstat-area:CodeRangeSmallArea
	小地域統計用の地域を表現するクラス





[bookmark: _Ref382854493][bookmark: _Ref382854487]表 16統計データ規格策定のために新規定義したボキャブラリ（プロパティ）
	ucode
	Alias URI
	意味

	0FFFDE00000000000000000000218001
	odstat:min
	最小値を持ちます

	0FFFDE00000000000000000000218002
	odstat:max
	最大値を持ちます

	0FFFDE00000000000000000000218003
	odstat:consistOf
	軸の構成要素の集合を表します

	0FFFDE00000000000000000000218004
	odstat:derivedFrom
	軸の構成要素を表します

	0FFFDE00000000000000000000219001
	odstat-ref:suppressedOrCombined
	秘匿地域か合算地域かそれ以外かを表します

	0FFFDE00000000000000000000219002
	odstat-ref:yearAndMonthOfBirth
	世帯員の出生の年月を表します

	0FFFDE00000000000000000000219003
	odstat-ref:relationshipToTheHouseholder
	世帯主との続柄を表します

	0FFFDE00000000000000000000219004
	odstat-ref:typeOfHousehold
	世帯の種類を表します

	0FFFDE00000000000000000000219005
	odstat-ref:typeOfSex
	性別を表します

	0FFFDE00000000000000000000219006
	odstat-ref:economicTypeOfHouseholdL1
	世帯の経済構成を表します

	0FFFDE00000000000000000000219007
	odstat-ref:kindOfHousing
	住居の種類を表します

	0FFFDE00000000000000000000219008
	odstat-ref:typeOfBuiding
	住宅の建て方を表します

	0FFFDE00000000000000000000219009
	odstat-ref:totalNumberOfFloors
	建物全体の階数を表します

	0FFFDE0000000000000000000021900A
	odstat-ref:occupationalClassificationMajorGroups
	
日本標準職業分類（大分類）を表します


	0FFFDE0000000000000000000021900B
	odstat-ref:schoolingStatus
	世帯員の在就学状態を表します

	0FFFDE0000000000000000000021900C
	odstat-ref:attendingOrGraduatedSchool
	世帯員の最終学歴等を表します

	0FFFDE0000000000000000000021900D
	odstat-ref:workDuringTheWeekFrom24thTo30thOfSeptember
	仕事の有無・様態を表します

	0FFFDE0000000000000000000021900E
	odstat-ref:employedOrSelfEmployed
	勤めか自営かの別を表します

	0FFFDE0000000000000000000021900F
	odstat-ref:industryMajorGroups
	産業分類（大分類）項目を表します



　統計情報のRDF化
統計情報は、データセット、データセット構造定義、統計軸、統計データ、基準項目から構成される。
統計軸は、統計実施年毎に定義されており、統計データの集計項目を表現する。
統計軸はさらに、統計データの集計単位を表す統計軸項目、および統計軸項目の集合を表す軸の項目リストから構成される。
統計軸は、図 5のように統計実施年ごとにクラス定義されており、実施年に依存しない軸を表現するクラスのサブクラスとして、実施年ごとのクラスが定義されている。

[image: C:\0c9f751c97962223bba8954dbeb185b3]
[bookmark: _Ref383027997]図 5 統計軸のクラス定義

また、統計データは図 6のように、統計データを中心としてさまざまな情報を紐付ける形で表現されている。
 
[image: C:\b29c04aa3381484823110628833d25a1]
[bookmark: _Ref256767404]図 6 統計データのRDFグラフ
 
統計軸項目は、調査票や日本標準産業分類、日本標準職業分類等から作成した基準項目を組み合わせて記述を行っている。
[image: C:\eb511621289f7f4b16b5d24ae46dba0f]
図 7 集計表から生成した基準項目と、統計軸との関係
 
統計情報で共通に利用している名前空間の接頭辞は以下の通りである。

 (
PREFIX dct: <http://purl.org/dc/terms/>
PREFIX xsd: <http://www.w3.org/2001/XMLSchema#>
PREFIX owl: <http://www.w3.org/2002/07/owl#>
PREFIX rdf: <http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#>
PREFIX rdfs: <http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#>
PREFIX skos: <http://www.w3.org/2004/02/skos/core#>
PREFIX sdmx: <http://purl.org/linked-data/sdmx#>
PREFIX sdmx-dimension: <http://purl.org/linked-data/sdmx/2009/dimension#>
PREFIX sdmx-measure: <http://purl.org/linked-data/sdmx/2009/measure#>
PREFIX sdmx-attribute: <http://purl.org/linked-data/sdmx/2009/attribute#>
PREFIX qb: <http://purl.org/linked-data/cube#>
PREFIX odstat: <http://odstat.jp/>
PREFIX odstat-dim: <http://odstat.jp/dim#>
PREFIX odstat-data: <http://odstat.jp/data#>
PREFIX odstat-code: <http://odstat.jp/code#>
PREFIX odstat-ref: <http://odstat.jp/ref#>
PREFIX odstat-vocab: <http://odstat.jp/vocab#>
PREFIX odstat-area: <http://odstat.jp/area#>
PREFIX odstat-unit: <http://odstat.jp/unit#>
)

以降、統計情報の構成要素それぞれについて説明する。


データセット
概要
2000年、2005年、2010年の以下の統計情報を、それぞれ実施回ごとにデータセットを作成している。
データセットを表す属性名は「dataset」から始まり、統計データ名の英語表記と、調査実施年を表す4桁の数字を付与する命名規則としている。
データセットの一覧は以下の通りである。

· 65歳以上親族のみの一般世帯数（2000年のみ存在）
· 2000年
odstat-data:datasetNumberOfPrivateHouseholdsWithRelatedMembers65YearsOfAgeAndOver2000
· 世帯の家族類型別一般世帯数
· 2000年
odstat-data:datasetNumberOfPrivateHouseholdsByFamilyTypeOfHousehold2000
· 2005年
odstat-data:datasetNumberOfPrivateHouseholdsByFamilyTypeOfHousehold2005
· 2010年
odstat-data:datasetNumberOfPrivateHouseholdsByFamilyTypeOfHousehold2010
· 世帯の経済構成別一般世帯数
· 2000年
odstat-data:datasetNumberOfPrivateHouseholdsByEconomicTypeOfHousehold2000
· 2005年
odstat-data:datasetNumberOfPrivateHouseholdsByEconomicTypeOfHousehold2005
· 2010年
odstat-data:datasetNumberOfPrivateHouseholdsByEconomicTypeOfHousehold2010


· 世帯人員別一般世帯数
· 2000年
odstat-data:datasetNumberOfPrivateHouseholdsByHouseholdMembers2000
· 2005年
odstat-data:datasetNumberOfPrivateHouseholdsByHouseholdMembers2005
· 2010年
odstat-data:datasetNumberOfPrivateHouseholdsByHouseholdMembers2010
· 住宅の建て方別世帯数
· 2000年
odstat-data:datasetNumberOfHouseholdsByTypeOfBuilding2000
· 2005年
odstat-data:datasetNumberOfHouseholdsByTypeOfBuilding2005
· 2010年
odstat-data:datasetNumberOfHouseholdsByTypeOfBuilding2010
· 住宅の種類・所有の関係別一般世帯数、延べ面積（2010年には「延べ面積」なし）
· 2000年
odstat-data:datasetNumberOfHouseholdsAndAreaOfFloorSpaceByKindOfResidenceAndTenureOfDwelling2000
· 2005年
odstat-data:datasetNumberOfHouseholdsAndAreaOfFloorSpaceByKindOfResidenceAndTenureOfDwelling2005
· 2010年
odstat-data:datasetNumberOfHouseholdsByKindOfResidenceAndTenureOfDwelling2010
· 在学学校・未就学の種類別在学者数・未就学者数（2000年のみ存在）
· 2000年
odstat-data:datasetNumberOfPersonsAttendingSchoolAndPersonsNeverAttendedSchoolBySchoolLevelOfPersonsAttendingSchoolAndTypeOfPersonsNeverAttended2000
· 年齢別（５歳階級、４区分）、男女別人口
· 2000年
odstat-data:datasetPopulationByAgeAndSex2000
· 2005年
odstat-data:datasetPopulationByAgeAndSex2005
· 2010年
odstat-data:datasetPopulationByAgeAndSex2010
· 産業別（大分類）・従業上の地位別就業者数
· 2000年
odstat-data:datasetNumberOfEmployedPersonsByIndustryAndEmploymentStatus2000
· 2005年
odstat-data:datasetNumberOfEmployedPersonsByIndustryAndEmploymentStatus2005
· 2010年
odstat-data:datasetNumberOfEmployedPersonsByIndustryAndEmploymentStatus2010
· 男女別人口総数及び世帯総数
· 2000年
odstat-data:datasetNumberOfPopulationBySexAndNumberOfHouseholdsInMunicipality2000
· 2005年
odstat-data:datasetNumberOfPopulationBySexAndNumberOfHouseholdsInMunicipality2005
· 2010年
odstat-data:datasetNumberOfPopulationBySexAndNumberOfHouseholdsInMunicipality2010


· 職業別（大分類）就業者数
· 2000年
odstat-data:datasetNumberOfEmployedPerson2000
· 2005年
odstat-data:datasetNumberOfEmployedPerson2005
· 2010年
odstat-data:datasetNumberOfEmployedPerson2010

名前空間の接頭辞
名前空間の接頭辞は以下の通りである。
· odstat-data: http://odstat.jp/data#

属性
データセットの属性は以下の通りである。

表 17 データセットの属性を記述するボキャブラリ
	属性
	値域
	説明

	rdf:type
	rdfs:Class
	qb:DataSetクラスを
指定する

	qb:structure
	qb:DatasetStructureDefinition
	データセットの構造定義のURLを示す


 


データセット構造定義
概要
データセットの構造を定義する。1つのデータセットに対して1つのデータセット構造定義が存在する。
データセット構造定義を表す属性名は「dsd」から始まり、統計データ名の英語表記と、調査実施年を表す4桁の数字を付与する命名規則としている。

名前空間の接頭辞
名前空間の接頭辞は以下の通りである。
· odstat-data: http://odstat.jp/data#

属性
データセット構造定義を記述する属性は表 18の通りである。

[bookmark: _Ref382851582][bookmark: _Ref382851561]表 18 データセット構造定義を記述するボキャブラリ
	属性
	値域
	説明

	rdf:type
	rdfs:Class
	qb:DatasetStructureDefinitionクラスを指定する

	qb:component
	空白ノード
	子ノードに 
qb:attributeとqb:componentAttachmentの属性で結ばれた空白ノードか、qb:dimensionの属性で紐付けられた軸の項目を持つ空白ノードを複数持つ

	(qb:componentに接続する空白ノードの属性)
qb:dimension
	qb:DimensionProperty
	データセット内で利用する次元を指定する

	(qb:componentに接続する空白ノードの属性)
qb:attribute
	qb:AttributeProperty
	データセット内で利用する属性を指定する。
本実証では、qb:componentAttachmentと組み合わせてデータの単位の記述位置を表すために利用している

	(qb:componentに接続する空白ノードの属性)
qb:componentAttachment
	qb:ComponentSpecification
	データセット内で利用するコンポーネントがどのレベルで定義されているかを表す。本実証では、qb:attributeと組み合わせてデータの単位がqb:Observationで定義されていることを表すために利用している

	
	
	





統計軸（次元）
概要
データの統計軸（次元）を表し、本実証では統計データの集計内容を表す。本実証のデータでは、「男女別人口総数及び世帯総数」、「世帯の家族類型別一般世帯数」などが存在する。

名前空間の接頭辞
名前空間の接頭辞は以下の通りである。
· odstat-dim: http://odstat.jp/dim#

属性
データの属性は表 19の通りである。

[bookmark: _Ref382851598]表 19 統計軸（次元）を記述するボキャブラリ
	属性
	値域
	説明

	rdf:type
	rdfs:Class
	qb:DimensionPropertyクラス、qb:CodedPropertyクラスを指定する

	skos:prefLabel
	rdfs:Literal
	次元の名称を指定する

	rdfs:comment
	rdfs:Literal
	データの統計軸（次元）に関するコメントを指定する

	qb:codeList
	qb:CodedProperty
	データの統計軸（次元）に含まれる統計軸項目のリスト（コードリスト）を指定する

	rdfs:range
	rdfs:Class
	統計軸のクラスを指定する





統計軸項目
概要
統計軸に含まれる項目を表す。本実証のデータでは、「人口総数」、「世帯総数」、「男」、「女」などが存在する。

名前空間の接頭辞
名前空間の接頭辞は以下の通りである。
· odstat-vocab: http://odstat.jp/vocab#

属性
データの属性は表 20の通りである。

[bookmark: _Ref382852507]表 20 統計軸項目の属性
	属性
	値域
	説明

	rdf:type
	rdfs:Class
	skos:Conceptクラスと、統計表毎に
定義された統計軸のクラスを指定する

	skos:prefLabel
	rdfs:Literal
	項目のタイトルを表す

	odstat:consistOf
	空白ノード
	子ノードにはodstat:derivedVocab で
基準項目を指定する

	skos:exactMatch
	skos:Concept
	統計軸項目と完全に一致する基準項目が存在する場合に指定する





コードリスト
概要
データの次元に含まれている統計軸の項目の一覧を表す。

名前空間の接頭辞
名前空間の接頭辞は以下の通りである。
· odstat-codes: http://odstat.jp/codes#

属性
データの属性は表 21の通りである。

[bookmark: _Ref382852519]表 21 コードリストを記述するボキャブラリ
	属性
	値域
	説明

	rdf:type
	rdfs:Class
	skos:ConceptSchemeクラスを指定する

	skos:prefLabel
	rdfs:Literal
	コードリストの名称を指定する

	skos:hasTopConcept
	skos:Concept
	コードリストに含まれる統計軸項目を
列挙する


 


統計データ
概要
数値データ、軸、単位を含む統計データを表す。

名前空間の接頭辞
名前空間の接頭辞は以下の通りである。
· odstat-data: http://odstat.jp/data#

属性
データの属性は表 22の通りである。

[bookmark: _Ref382852528]表 22 統計データを記述するボキャブラリ
	属性
	値域
	説明

	rdf:type
	rdfs:Class
	qb:Observationクラスを指定する

	qb:dataSet
	qb:DataSet
	統計データの所属する
データセットを指定する

	odstat-dim:*
	skos:Concept
	qb:DataSetDefinitionで指定した次元に対応する統計軸項目を格納する。属性名は、データセット構造定義で指定される

	sdmx-dimension:refArea
	skos:Concept
	統計データを集計した地域を示す

	sdmx-attribute:unitMeasure
	odstat:Unit
	測度の単位を表す
（人、世帯など）

	sdmx-measure:obsValue
	xsd:decimal
(値が非公開の場合は"-"などが格納される)
	数値データを格納する



単位
概要
統計データの単位を表す。

名前空間の接頭辞
名前空間の接頭辞は以下の通りである。
· odstat-unit: http://odstat.jp/unit#

属性
データの属性は表 23の通りである。

[bookmark: _Ref382852536]表 23 単位を記述するボキャブラリ
	属性
	値域
	説明

	rdf:type
	rdfs:Class
	odstat:Unitクラスを指定する

	skos:prefLabel
	rdfs:Literal
	単位の表記名を表す

	rdfs:range
	rdfs:Class
	メジャーの値域を表す





基準項目次元
概要
調査票などから抽出した、基準となる次元を表す。本実証のデータでは、「性別」、「職業分類」などが存在する
統計実施年に依らず、一意である。

名前空間の接頭辞
名前空間の接頭辞は以下の通りである。
· odstat-ref: http://odstat.jp/ref#

属性
データの属性は表 24の通りである。

[bookmark: _Ref382852551]表 24 基準項目次元を記述するボキャブラリ
	属性
	値域
	説明

	rdf:type
	rdfs:Class
	qb:CodedPropertyクラスを指定する

	skos:prefLabel
	rdfs:Literal
	次元の名称を指定する
（存在する場合としない場合がある）

	rdfs:comment
	rdfs:Literal
	データの基準項目次元に関するコメントを指定する

	qb:codeList
	qb:CodedProperty
	データの基準項目次元に含まれる
コードリストを指定する

	rdfs:range
	rdfs:Class
	基準項目軸を表すクラスを指定する

	qb:concept
	skos:Concept
	skos:prefLabelを格納したConcept記述が存在する場合に指定する





基準項目
概要
統計軸に含まれる項目の基準となる項目を表す。本実証のデータでは、「男」、「女」、「不明」などが存在する。
統計実施年に依らず一意である。

名前空間の接頭辞
名前空間の接頭辞は以下の通りである。
· odstat-ref: http://odstat.jp/ref#

属性
データの属性は表 25の通りである。

[bookmark: _Ref382852561]表 25 基準項目を記述するボキャブラリ
	属性
	値域
	説明

	rdf:type
	rdfs:Class
	基準項目軸skos:Conceptクラスを指定する

	skos:prefLabel
	rdfs:Literal
	項目のタイトルを表す

	skos:topConceptOf
	skos:Concept
	コードリストを指定する

	skos:inScheme
	skos:Concept
	項目を構成する基準項目次元の基準項目コードリストを指定する

	odstat:min
	xsd:decimal
	主語が数値の範囲を表現する場合、数値の範囲の下限を表す

	odstat:max
	xsd:decimal
	主語が数値の範囲を表現する場合、数値の範囲の上限を表す





基準項目コードリスト
概要
調査票などから抽出した、基準項目のリストを記述する。
統計実施年に依らず一意である。

名前空間の接頭辞
名前空間の接頭辞は以下の通りである。
· odstat-ref: http://odstat.jp/ref#

属性
データの属性は表 26の通りである。

[bookmark: _Ref382852570]表 26 基準項目コードリストを記述するボキャブラリ
	属性
	値域
	説明

	rdf:type
	rdfs:Class
	skos:ConceptSchemeクラスを
指定する

	skos:prefLabel
	rdfs:Literal
	コードリストの名称を指定する

	skos:hasTopConcept
	skos:Concept
	コードリストに含まれる軸の項目を
指定する




[bookmark: _Toc382428079][bookmark: _Toc383030107]「政府データカタログサイト」メタデータを記述するボキャブラリ
ボキャブラリの設計方針
政府データカタログサイト試行版のデータセットに関するメタデータを記述するため、W3C勧告として標準化されているData Catalog Vocabulary（DCAT）を中心として記述を行うこととした。また、CKANは諸外国など、他組織でも広く利用されていることから、他組織のデータカタログサイトとの相互接続性を意識して、本実証独自の語彙は定義しなかった。そのため、DCATとその他の既存のボキャブラリを組み合わせ、CKAN推奨のボキャブラリセットを利用してデータセットの記述を行った。

ボキャブラリの概要
政府データカタログサイトのデータセット試行版に関するメタデータを記述するためのボキャブラリについて表 27にまとめた。

[bookmark: _Ref382852651][bookmark: _Ref382852718]表 27 政府データカタログサイト試行版データセットメタデータ記述に利用したボキャブラリ
	ボキャブラリの種類
	個数

	外部仕様書より参照したボキャブラリ（クラス）（表 28）
	5

	外部仕様書より参照したボキャブラリ（プロパティ）（表 29）
	13

	合計
	18



[bookmark: _Ref382852737][bookmark: _Ref382852727]表 28 外部仕様書より参照したボキャブラリ（クラス）
	ucode
	Alias URI
	意味

	0FFFDE00000000000000000000118001
	rdf:Class
	RDF クラスを表すクラス

	0FFFDE00000000000000000000110004
	rdfs:Literal
	文字列などリテラルを表すクラス

	0FFFDE00000000000000000000170003
	dcat:Dataset
	1 つの情報源から公表されたデータの集合

	0FFFDE00000000000000000000170005
	dcat:Distribution
	データセットにアクセスできるWeb サービス情報

	0FFFDE00000000000000000000030003
	dct:IMT
	IANA が定めるメディアタイプ(MIME)





[bookmark: _Ref382852741][bookmark: _Ref382852732]表 29 外部仕様書より参照したボキャブラリ（プロパティ）
	ucode
	Alias URI
	意味

	0FFFDE00000000000000000000018001
	rdf:type
	主語のクラスを示す

	0FFFDE00000000000000000000018004
	rdf:value
	主たる値

	0FFFDE00000000000000000000118005
	rdfs:label
	主語に対応する、人間が理解するための名称

	0FFFDE00000000000000000000178003
	dcat:distribution
	データセットへのアクセス情報

	0FFFDE00000000000000000000178009
	dcat:keyword
	データを示すキーワードやタグ

	0FFFDE0000000000000000000003800E
	dct:creator
	主語の提供責任者（作者）

	0FFFDE00000000000000000000038013
	dct:description
	主語に対する説明文

	0FFFDE00000000000000000000038016
	dct:format
	主語のメディアタイプ

	0FFFDE0000000000000000000003801A
	dct:identifier
	主語への曖昧さのない参照

	0FFFDE00000000000000000000038035
	dct:title
	主語の名称

	0FFFDE00000000000000000000078009
	foaf:homepage
	主語のWeb ホームページ

	0FFFDE00000000000000000000078024
	foaf:name
	主語の名前

	0FFFDE00000000000000000000128005
	owl:sameAs
	同一の個体





政府データカタログ情報のRDF化
政府データカタログ情報のRDF化について、データセット、リソース、ファイルフォーマット、データセット作成者、data.go.jp独自拡張それぞれについて、利用したボキャブラリを表 30にまとめた。前述の通り、データカタログ情報のRDF化は、CKANのドキュメント[footnoteRef:15]に基づき、Data Catalog Vocabularyを用いて行っている。 [15:  http://docs.ckan.org/en/ckan-2.1.1/linked-data-and-rdf.html#schema-mapping] 


[bookmark: _Ref382852918]表 30 政府データカタログサイトメタデータのRDF化のためのボキャブラリ
	メタデータ
付与対象
	属性名
	説明

	データセット
	rdf:type
	データセットの型。dcat:Datasetを格納する。

	データセット
	dct:creator
	データセットの作成者を表すノードのURI

	データセット
	dct:description
	データセットの説明（notes）

	データセット
	dct:identifier
	データセットの識別用（一意であること）

	データセット
	dct:title
	データセットのタイトル

	データセット
	rdfs:label
	データセットの可読用名称（一意であること）

	データセット
	owl:sameAs
	システム内部で利用しているUUID

	データセット
	dcat:distribution
	リソース（参照先情報）を表すノードのURI

	データセット
	dcat:keyword
	リソース（参照先情報）を表すノードのタグ

	データセット
	foaf:homepage
	データセットへアクセスするためのCKANのURL

	リソース（参照先情報）
	rdf:type
	リソース（参照先情報）の型。dcat:Distributionを格納する。

	リソース（参照先情報）
	dct:title
	リソースの名前

	リソース（参照先情報）
	dcat:accessURL
	リソース（ファイル）へアクセスするためのURL

	リソース（参照先情報）
	dct:format
	リソースのフォーマットを表すノードのURI

	ファイルフォーマット
	rdf:type
	ファイルフォーマットの型。dct:IMTを格納する。

	ファイルフォーマット
	rdf:value, rdfs:label
	フォーマット名

	データセットの作成者
	foaf:name
	データセットの作者名

	data.go.jp拡張メタデータ
	rdfs:label
	release_day, frequency_of_update, publisher などのメタデータ項目名

	data.go.jp拡張メタデータ
	rdf:value
	メタデータ項目名に対応する値



RDF化した結果の具体例を図 8に示す。


 (
<rdf:RDF xmlns:foaf="http://xmlns.com/foaf/0.1/" 
xmlns:owl="http://www.w3.org/2002/07/owl#" xmlns:rdfs="http://www.w3.org/2000/01/rdf-schema#" xmlns:rdf="http://www.w3.org/1999/02/22-rdf-syntax-ns#" xmlns:dcat="http://www.w3.org/ns/dcat#" xmlns:dct="http://purl.org/dc/terms/">
  <dcat:Dataset rdf:about="http://www.data.go.jp/data/dataset/soumu_01_ds_131126_00000087">
    <owl:sameAs rdf:resource="urn:uuid:e6f2c2cc-8a89-48e1-b0c7-217b5d9c6ee1"></owl:sameAs>
    <dct:description></dct:description>
    <foaf:homepage rdf:resource="http://www.data.go.jp/data/dataset/soumu_01_ds_131126_00000087">
    
</foaf:homepage>
    <rdfs:label>soumu_01_ds_131126_00000087</rdfs:label>
    <dct:identifier>soumu_01_ds_131126_00000087</dct:identifier>
    <dct:title>
平成
15
年版地方財政白書
</dct:title>
        <dcat:distribution>
            <dcat:Distribution>
                <dcat:accessURL rdf:resource="http://www.soumu.go.jp/menu_seisaku/hakusyo/chihou/pdf/h15.pdf">
                
</dcat:accessURL>
                    <dct:format>
                        <dct:IMT>
                            <rdf:value>PDF</rdf:value>
                            <rdfs:label>PDF</rdfs:label>
                        </dct:IMT>
                    </dct:format>
               <dct:title>
平成
15
年版地方財政白書
_PDF</dct:title>
            </dcat:Distribution>
        </dcat:distribution>
    <dct:creator>
      <rdf:Description>
        <foaf:name>
総務省
</foaf:name>
      </rdf:Description>
    </dct:creator>
        <dct:relation>
          <rdf:Description>
            <rdfs:label>frequency_of_update</rdfs:label>
            <rdf:value>
年単位
</rdf:value>
          </rdf:Description>
        </dct:relation>
        <dct:relation>
          <rdf:Description>
            <rdfs:label>publisher</rdfs:label>
            <rdf:value></rdf:value>
          </rdf:Description>
        </dct:relation>
        <dct:relation>
          <rdf:Description>
            <rdfs:label>release_day</rdfs:label>
            <rdf:value></rdf:value>
          </rdf:Description>
        </dct:relation>
  </dcat:Dataset>
</rdf:RDF>
)
[bookmark: _Ref382853180][bookmark: _Ref382853164]図 8 平成15年版地方財政白書をRDF化した例
[bookmark: _Toc383030108]
情報流通連携基盤システム上への統計等情報APIの構築
[bookmark: _Toc382504457][bookmark: _Toc383030109]情報流通連携基盤システムでの統計用APIの検討
統計情報・データカタログ実証の情報流通連携基盤システムでは、統計データの横断的検索を実現するため、SPARQL-Based Commandを実現した。具体的には、情報流通連携基盤システム外部仕様書の「3.1SPARQL-Based Command」のうち、以下を提供した。
· 3.1.1 SPARQL1.1準拠のクエリ発行（GETメソッド）
· 3.1.2 SPARQL1.1準拠のクエリ発行（POSTメソッド）
APIで対応したコマンドは、データの検索、取得のために一般的に利用されているSELECT、CONSTRUCT、ASKの3種類とした。
SPARQLのエンドポイントは、https://api.odstat.jp/api/v1/sparqlとした。
リクエストは全てHTTP GETまたはHTTP POSTリクエストとした。GET時、POST時のヘッダなどパラメータの詳細は、SPARQL1.1プロトコルに準拠している。
GETリクエストを行う際のクエリ文字列は、必ずURIエンコードを行った上で送信を行うこととした。リクエスト時には必ずパラメータ、またはリクエストヘッダのacl:consumerKeyにConsumerKeyを付与してリクエストを行う仕様とした。

[bookmark: _Toc382504458][bookmark: _Toc383030110]政府データカタログサイトにおけるAPIの検討
提供するAPIは、統計情報用のAPIと共通のSPARQL-Basedコマンドを実現した。具体的には、統計情報用のAPIと同様に、情報流通連携基盤システム外部仕様書の「3.1SPARQL-Based Command」のうち、以下を提供した。
· 3.1.1 SPARQL1.1準拠のクエリ発行（GETメソッド）
· 3.1.2 SPARQL1.1準拠のクエリ発行（POSTメソッド）
APIで対応したコマンドは、データの検索、取得のために一般的に利用されているSELECT、CONSTRUCT、ASKの3種類とした。こちらも統計情報と同様に、acl:consumerKeyにユーザアプリケーションのConsumerKeyを付与してリクエストを行う仕様とした。

[bookmark: _Toc383030111][bookmark: _Ref369101141][bookmark: _Ref369101148][bookmark: _Toc370315808]システム構築
本実証で提案したボキャブラリを用いてRDF化を行った統計データを提供するにあたって、APIを提供するサーバであるapi.odstat.jpと、開発者サイトを提供するサーバであるdeveloper.odstat.jpを図 9に示すように構築した。APIを提供するサーバは、ユーザからのリクエストを受け付け、統計実証の開発者サイトに登録済みのユーザか否かを確認後にSPARQLクエリを発行するFrontend Serverと、実際にRDFデータをグラフ形式で格納して、SPARQLクエリを受け付けるGraph Databaseの2つのサーバでシステムを構成した。開発者サイトを提供するサーバは、開発者サイトを提供するサーバであるDeveloper Site Serverと、開発者サイトに登録されたユーザの情報を管理するUser Information Databaseから構成した。ボキャブラリ管理サイトは別途サーバを用意した。これらはクラウドサーバ上に構築した。なお実装詳細仕様書は付録に付す。

[image: ]
[bookmark: _Ref382253395][bookmark: _Ref382253389]図 9 統計情報・データカタログ実証サーバの構成


[bookmark: _Toc383029798][bookmark: _Toc383030112]運用マニュアル
本実証で構築した情報流通連携基盤システムと開発者サイトを継続運用するための運用マニュアルを作成した。運用マニュアルはシステムの構成概要や必要な保守・運用項目を記したシステム概要書と、サーバの保守・管理手順を示した操作手順書から構成した。本実証で作成した運用マニュアルは付録として付す。
運用マニュアル策定にあたり、公共 IT におけるアウトソーシングに関するガイドライン[footnoteRef:16]を参考に、最低限のService Level Agreement(SLA)を策定した。なお情報流通連携基盤については、扱うデータが膨大になりやすく、膨大なデータを扱うとサービス稼働率を高くするためのコストが大きくなるため、サービス稼働率を開発者サイトと比べて低く設定した。また、情報流通連携基盤で扱うデータ量やSPARQLクエリの構築方法によって応答時間が変わるため、オンライン応答時間に関する遵守率は策定しなかった。 [16:  http://www.soumu.go.jp/denshijiti/pdf/060213_03.pdf] 


情報流通連携基盤運用に係る業務
サービス稼働率
システムの稼働率は95%以上とする。なお稼働率は以下の計算式で計算する。



セキュリティ上の重大障害
システムに第三者がログインできないこと。

システム運用上の重大障害の件数
長期にわたり正常に稼働できないような重大障害の件数は0件であること。

セキュリティパッチの適用
脆弱性対策情報データベースに掲載されている、深刻度が危険である脆弱性に対するセキュリティパッチを1週間以内に適用すること。

開発者サイト運用運用に係る業務
サービス稼働率
システムの稼働率は97%以上とする。稼働率の計算式は、情報流通連携基盤と同一である。

オンライン応答時間遵守率
システムの応答時間は1秒以内とし、オンライン応答時間遵守率は80%以上とする。

セキュリティ上の重大障害
開発者サイトに登録されたユーザの個人情報の漏洩件数は0件であること。

システム運用上の重大障害の件数
長期にわたり正常に稼働できないような重大障害の件数は0件であること。

セキュリティパッチの適用
脆弱性対策情報データベースに掲載されている、深刻度が危険である脆弱性に対するセキュリティパッチを1週間以内に適用すること。

上記のSLAを満たすためのコストを、実装詳細仕様書に記載した構成でクラウドサーバの一つであるAmazon Web Serviceを利用した場合を例に試算する。なお実装詳細仕様書に記載した構成で、SLAを満たすことが可能である。

Frontend Server (m1.small, EBS 8GB, Snapshot 40GB)
  月額$69.10
Developer Site Server (m1.small, EBS 8GB, Snapshot 40GB)
  月額$69.10
User Information Server (m1.xlarge, EBS 60GB, Snapshot 300GB)
  月額$291.30
Graph Database Server (m2.4xlarge, EBS 120GB, Snapshot 600GB)
  月額$1548.84
合計で、月額$1978.34となる。
[bookmark: _Ref225222026][bookmark: _Ref225222074][bookmark: _Ref225222135][bookmark: _Toc383030113]開発者向けサービスの構築
[bookmark: _Ref382985382][bookmark: _Toc383030114]開発者サイトの構築
開発者向けのサービスとして、開発者サイトを立ち上げ、情報提供を行う仕組みを構築した。開発者サイトは開発に必要となる情報として、ニュース、API仕様、対象となるデータ一覧ならびにデータフォーマット、サンプルコード、利用規約へのリンクが掲載されている。また、APIの利用傾向を把握するため、ユーザにはそれぞれ固有のConsumerKeyを発行し、APIへのリクエスト時にこのConsumerKeyを付与していただく仕様とした。
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図 10  開発者サイト画面
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図 11 ConsumerKeyの確認画面

ニュースページにはリリースノートなど更新情報や変更情報などを掲載した。ニュースの情報は 開発者サイトで確認可能とした。

[image: ]
図 12 ニュース画面

API仕様ページでは、本実証で提供したAPIの説明を掲載した。

[image: ]
図 13 API仕様画面

API仕様のみでは利用方法がわかりにくい場合が想定されるため、開発者サイトにおいてAPIを利用したサンプルコードを提供し、利用方法がイメージできるように工夫した。
例えば、2000年の産業別（大分類）・従業上の地位別就業者数について、軸名と軸の項目名、地名、統計値、単位名を3件取得する場合について、SPARQLのクエリ例と、開発者が一般的に利用するツールであるcurlコマンドによって例示したSPARQLクエリを実行するためのコマンド、およびそのレスポンスを紹介する。



· SPARQLクエリ
PREFIX skos: <http://www.w3.org/2004/02/skos/core#>
PREFIX odstat-ref: <http://odstat.jp/ref#>
PREFIX qb: <http://purl.org/linked-data/cube#>
PREFIX odstat-data: <http://odstat.jp/data#>
PREFIX sdmx-measure: <http://purl.org/linked-data/sdmx/2009/measure#>
PREFIX sdmx-attribute: <http://purl.org/linked-data/sdmx/2009/attribute#>
PREFIX sdmx-dimension: <http://purl.org/linked-data/sdmx/2009/dimension#>
 
select ?dimname ?itemname ?areaname ?value ?unitname 
where {
  odstat-data:datasetNumberOfEmployedPersonsByIndustryAndEmploymentStatus2000 qb:structure ?dsd.
  ?dsd qb:component [qb:dimension ?dimension].
  ?data qb:dataSet odstat-data:datasetNumberOfEmployedPersonsByIndustryAndEmploymentStatus2000;
        ?dimension ?dim_item ;
        sdmx-measure:obsValue ?value;
        sdmx-attribute:unitMeasure ?unit;
        sdmx-dimension:refArea ?area .
  ?dimension skos:prefLabel ?dimname.
  ?dim_item skos:prefLabel ?itemname.
  ?unit skos:prefLabel ?unitname.
  ?area skos:prefLabel ?areaname.
} LIMIT 3

· curlによるデータ取得例
curl -v -H "Accept: application/sparql-results+json" "https://api.odstat.jp/api/v1/sparql?acl:consumerKey=CONSUMERKEY&query=PREFIX+skos%3A+%3Chttp%3A%2F%2Fwww.w3.org%2F2004%2F02%2Fskos%2Fcore%23%3E+%0D%0APREFIX+odstat-ref%3A+%3Chttp%3A%2F%2Fodstat.jp%2Fref%23%3E%0D%0APREFIX+qb%3A+%3Chttp%3A%2F%2Fpurl.org%2Flinked-data%2Fcube%23%3E%0D%0APREFIX+odstat-data%3A+%3Chttp%3A%2F%2Fodstat.jp%2Fdata%23%3E%0D%0APREFIX+sdmx-measure%3A+%3Chttp%3A%2F%2Fpurl.org%2Flinked-data%2Fsdmx%2F2009%2Fmeasure%23%3E%0D%0APREFIX+sdmx-attribute%3A+%3Chttp%3A%2F%2Fpurl.org%2Flinked-data%2Fsdmx%2F2009%2Fattribute%23%3E%0D%0APREFIX+sdmx-dimension%3A+%3Chttp%3A%2F%2Fpurl.org%2Flinked-data%2Fsdmx%2F2009%2Fdimension%23%3E%0D%0A%0D%0Aselect+%3Fdimname+%3Fitemname+%3Fareaname+%3Fvalue+%3Funitname%0D%0Awhere+%7B+%0D%0A++odstat-data%3AdatasetNumberOfEmployedPersonsByIndustryAndEmploymentStatus2000+qb%3Astructure+%3Fdsd.%0D%0A++%3Fdsd+qb%3Acomponent+%5Bqb%3Adimension+%3Fdimension%5D.%0D%0A++%3Fdata+qb%3AdataSet+odstat-data%3AdatasetNumberOfEmployedPersonsByIndustryAndEmploymentStatus2000%3B%0D%0A++++++++%3Fdimension+%3Fdim_item+%3B%0D%0A++++++++sdmx-measure%3AobsValue+%3Fvalue%3B%0D%0A++++++++sdmx-attribute%3AunitMeasure+%3Funit%3B%0D%0A++++++++sdmx-dimension%3ArefArea+%3Farea+.%0D%0A++%3Fdimension+skos%3AprefLabel+%3Fdimname.%0D%0A++%3Fdim_item+skos%3AprefLabel+%3Fitemname.%0D%0A++%3Funit+skos%3AprefLabel+%3Funitname.%0D%0A++%3Farea+skos%3AprefLabel+%3Fareaname.%0D%0A%7D+LIMIT+3"



· レスポンス例（一部）
{
  "results": {
    "bindings": [
      {
        "unitname": {
          "value": "人",
          "xml:lang": "ja",
          "type": "literal"
        },
        "value": {
          "value": "84720",
          "datatype": "http://www.w3.org/2001/XMLSchema#integer",
          "type": "typed-literal"
        },
        "areaname": {
          "value": "札幌市中央区",
          "type": "literal"
        },
        "itemname": {
          "value": "総数",
          "xml:lang": "ja",
          "type": "literal"
        },
        "dimname": {
          "value": "産業別（大分類）・従業上の地位別就業者数",
          "xml:lang": "ja",
          "type": "literal"
        }
      }
（～中略～）
    ],
    "ordered": true,
    "distinct": false
  },
  "head": {
    "vars": [
      "dimname",
      "itemname",
      "areaname",
      "value",
      "unitname"
    ],
    "link": []
  }
}
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図 14 サンプルコード画面

フォーラムページでは参加者同士が意見交換をできる掲示板を提供した。
[image: ]
図 15 フォーラム画面
データ一覧ページでは、本実証において提供したデータについて、データのタイトル、データの作成組織、概要、データ形式、利用規約を掲載した。
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図 16 データ一覧画面

[bookmark: _Toc383030115]ボキャブラリ管理システムの構築
概要
データ保有者がボキャブラリの登録、メンテナンスを行うための管理システムを構築した。ボキャブラリ管理サイトでは、データ保有者はボキャブラリの登録を行うことができ、その他の一般利用者は、ボキャブラリの検索を行える。
ボキャブラリ管理サイトでボキャブラリを扱うために、ボキャブラリのメタデータをDublin Core などで用いられている定義[footnoteRef:17]を参考に策定した。Dublin Core では、Name, Label, URI, Definition, Type of Term が最小限必要な情報として規定されており、それ以外のメタデータとしては、Comment, See (参照), References (Resource へのリファレンス), Refines (Sub property となる property)、Broader Than (概念的にスーパークラス), Narrower Than (概念的にサブクラス)といった内容で記述可能である。 [17:  http://dublincore.org/documents/2012/06/14/dcmi-terms/?v=terms#H1] 


[image: ]
図 17 ボキャブラリ管理サイト画面

ボキャブラリ管理サイトに登録されている名前空間は一覧で表示することができる。また、名前空間に付与されたタグによる検索や、名前空間に含まれるボキャブラリ定義の記述を対象とした全文検索、クラス名やプロパティ名を指定した検索にも対応している。

[image: ]
図 18 ボキャブラリ管理サイトに登録されている名前空間の一覧画面

検索結果から名前空間を選択すると、名前空間の定義を閲覧できる。名前空間定義閲覧画面では、名前空間を記述するためのメタデータと、名前空間に所属するクラス、プロパティ等を一覧表示する。ボキャブラリがクラスであるかプロパティであるかは、ボキャブラリの定義からシステムが自動判定を行い、適切な項目に表示を行う。
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図 19 名前空間定義閲覧画面

[image: ]
図 20 名前空間に含まれるクラスの一覧画面

[image: ]
図 21 名前空間に含まれるプロパティの一覧画面

名前空間に含まれるクラスやプロパティを表示する画面にて、任意のボキャブラリを選択すると、選択したボキャブラリの定義とその利用箇所を参照できる。この機能によってボキャブラリ管理サイトの閲覧者は、どのボキャブラリがどういったところでどのように利用されているかを閲覧できるため、独自のボキャブラリを構築する際の助けとなる。
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図 22 ボキャブラリ定義閲覧画面

ボキャブラリ管理サイト用語彙
本システムで定義した語彙とその説明について、名前空間、ボキャブラリそれぞれについて説明する。

名前空間に対する語彙
名前空間に対して、以下の語彙を規定する。
· URI
· 名前空間に対応するURI。
· 必須項目。
· 接頭辞（prefix） 
· 名前空間を省略して表記する際の語彙。
· 必須項目。
· タイトル（rdfs:label） 
· 名前空間のタイトル。
· 必須項目
· タグ（dct:subject） 
· 名前空間に対して付与するタグ。複数設定する場合は、この項目を複数記述する 。
· 登録者（dc:creator） 
· 語彙をシステムに登録したユーザを記述する。 
· 作成者（dc:contributor） 
· 語彙を作った人の名前。複数名いる場合はこの項目を複数記述する。 
· 権利者（dct:rightsHolder） 
· 語彙の権利を持っている人を示す情報のURI（ucode）を記述。 
· 内部的には、foaf:Agentとして扱い、権利者の情報として名前（foaf:name）とホームページアドレス（foaf:homepage）を持つ。 
· 更新日（dct:modified） 
· 名前空間の更新日。
· 複数回更新されている場合は、この項目を複数記述する。 
· 発行日（dct:issued） 
· 名前空間の発行日。
· コメント（rdfs:comment） 
· 名前空間に付与するコメント。
· 公開状況 
· ドラフト、公開から選択する。
· ucode領域申請状況が承認済みでなければ、公開できない。 
· 公開状態にある名前空間と、公開状態の名前空間に所属する語彙はログイン無しで閲覧・検索できる。 
· 領域申請状況 
· 申請中、承認済み、拒否から選択する。管理者のみ編集できる。 
· 状況が変わった場合は、ユーザにメール通知が届く。 
· ucodeの範囲 
· 一般的には16ビット（16進4桁）の空間を割り当てる。
· 必須項目。


ボキャブラリ定義に用いる語彙
ボキャブラリ定義に用いる語彙は、既に公開されている語彙でも統一されていないことから、URIとucode以外はオプションとすることとし、必要に応じてここで示す語彙以外を利用してかまわない。

· URI
· 主語のURI（uc:Railway であればRailwayなどを記述）。
· 必須項目。
· rdf:type 
· 主語のタイプを表す。
· 可能な限り付与することとする。
· ucode（dc:identifier） 
· 主語に付与されたucode。
· 必須項目であり、空欄であればシステムが自動的に付与する。 
· rdfs:label 
· 表示名を格納する 
· 意味（dc:description） 
· 主語の意味を自然言語で記述する。
· rdfs:subClassOf / rdfs:subPropertyOf 
· 主語がクラスの場合はrdfs:subClassOf, プロパティの場合はrdfs:subPropertyOfを利用する 。
· owl:sameAs 
· 主語と全く同じ意味を表す語彙が存在する際や、主語に別名が存在する際に記述する。
· rdfs:domain 
· 主語の定義域を記述する。
· 主語がプロパティの場合にのみ記述する。
· rdfs:range
· 主語の値域を記述する。
· 主語がプロパティの場合にのみ記述する。
· rdfs:comment 
· 主語に対してコメントがある場合に記述する。






[bookmark: _Toc383030116] 実証実験



第3章
実証実験

本章では、実証実験について述べる。

[bookmark: _Toc383030117]実験で用いたデータ
本実証では、次世代統計利用システムから提供されている国勢調査小地域集計と国勢調査に関する地域メッシュ統計から2000年、2005年、2010年の3回の統計情報、計33表と、政府データカタログサイト試行版で公開されているデータの1月15日時点での全てのデータセット9408件を対象とした。
提供したデータはすべてRDFで表現しており、RDFはすべてトリプル形式で記述されるため、データ数を表現するための指標としてRDFトリプル数を利用数。統計情報に関するRDFトリプル数は773,185,953件、政府データカタログサイトで公開されているメタデータに関するRDFトリプル数は1,591,073件、合計で774,777,026件であった。データサイズとRDFトリプル数について、表 31にまとめる。

[bookmark: _Ref382505748][bookmark: _Ref382505745]表 31 提供したデータのサイズとRDFトリプル数
	データ名
	データサイズ
	RDFトリプル数

	統計データ
	約44.8GB
	773,185,953件

	政府データカタログメタデータ
	約114MB
	1,591,073件

	合計
	約46.0GB
	774,777,026件



本実証で提供した統計データの詳細を表 32に、データカタログサイトのデータセットのメタデータの詳細を表 33に示す。

[bookmark: _Ref382236098]表 32 本実証で提供した統計データ
	データ
タイトル
	データ
作成
組織
	概要
	データ形式

	国勢調査
小地域集計
	総務省統計局
	2000年、2005年、2010年の以下の統計情報
65歳以上親族のみの一般世帯数（2000年のみ存在）
世帯の家族類型別一般世帯数
世帯の経済構成別一般世帯数
世帯人員別一般世帯数
住宅の建て方別世帯数
住宅の種類・所有の関係別一般世帯数、延べ面積（2010年には「延べ面積」なし）
在学学校・未就学の種類別在学者数・未就学者数（2000年のみ存在）
年齢別（５歳階級、４区分）、男女別人口
産業別（大分類）・従業上の地位別就業者数
男女別人口総数及び世帯総数
職業別（大分類）就業者数
	SPARQL 1.1規格準拠のXMLまたはJSON形式(API経由で取得)

	国勢調査に
関する地域
メッシュ
統計
	総務省統計局
	男女別人口総数及び世帯総数の
500mメッシュ、1kmメッシュ情報。
	SPARQL 1.1規格準拠のXMLまたはJSON形式(API経由で取得)


 

[bookmark: _Ref382236134]表 33 本実証で提供したデータカタログサイトのデータセットに関するメタデータ
	データ
タイトル
	データ
作成組織
	概要
	データ形式

	データカタログ
サイトの
データセットに関する
メタデータ
	各省庁
（内閣官房が収集）
	http://www.data.go.jp/data/dataset に掲載されている
2014年1月15日現在の
データセットに関するメタデータ。
	SPARQL 1.1規格準拠のXMLまたはJSON形式
(API経由で取得)



[bookmark: _Toc383030118]一般公募による情報サービスの開発
本実証では、オープンデータ流通推進コンソーシアムの利活用・普及委員会に協力し、オープンデータ化された公共データを活用した、アプリケーションの開発を一般公募により行う「オープンデータ・アプリコンテスト」（http://www.opendata.gr.jp/2013contest/、図 23、以下「アプリコンテスト」と呼ぶ）を開催した。アプリコンテストの実施実施スケジュールは表 34の通り、開発者に提供した情報は表 35の通りである。データの形式はすべてSPARQL 1.1規格準拠のXMLまたはJSON形式であり、APIを経由して提供した。
アプリコンテストの応募者に対して、2.5.1節に述べた開発者サイトを開示した。アプリコンテストの応募者は、開発者サイトにユーザ登録し、利用するデータを申告することにより、選択したデータを利用できた。また、応募者は、APIの仕様やデータのフォーマットを、この開発者サイトを通して取得できた。さらに、開発者サイトが提供するフォーラム機能を用いて、質疑応答も活発に行われた。


[bookmark: _Ref351315546]表 34 アプリコンテストの実施スケジュール
	イベント
	実施日

	告知
	2013年11月28日

	開発者サイト開設
	2014年1月16日

	データ公開
	2014年1月20日

	応募開始
	2014年2月3日

	応募締切
	2014年2月17日

	統計実験賞選定
	2014年2月26日

	表彰
	2013年3月13日



[image: ]
[bookmark: _Ref382163808]図 23 オープンデータ・アプリコンテスト トップページ

[bookmark: _Ref351320024]
表 35 アプリコンテスト応募者に提供した情報
	データ
タイトル
	データ
作成組織
	概要

	国勢調査 
小地域集計
	総務省
統計局
	2000年、2005年、2010年の以下の統計情報
· 65歳以上親族のみの一般世帯数（2000年のみ存在）
· 世帯の家族 類型別一般世帯数
· 世帯の経済構成別一般世帯数
· 世帯人員別一般世帯数
· 住宅の建て方別世帯数住宅の種類・所有の関係別一般世帯数、延べ面積（2010年には「延べ面積」なし）在学学校・未就学の種類別在学者数・未就学者数（2000年のみ存在）
· 年齢別（５歳階級、４区分）、男女別人口
· 産業別（大分類）・従業上の地位別就業者数
· 男女別人口総数及び世帯総数
· 職業別（大分類）就業者数

	国勢調査に関す る地域メッシュ統計
	総務省
統計局
	男女別人口総数及び世帯総数の500mメッシュ、1kmメッシュ情報を提供。

	データカタログサイトのデータセットに関するメタデータ
	各省庁
（内閣官房が収集）
	http://www.data.go.jp/data/dataset に掲載されているデータセットに関するメタデータ。





[bookmark: _Toc255070958][bookmark: _Toc383030119]構築されたアプリケーション
アプリケーションコンテスト開催中、75名が開発者サイトに登録し、7件の応募があった。以下、応募されたアプリケーションの概要を記す。

人口カタログ
「人口カタログ」は、入力された文字列を含む地名をもつ地域の2000,2005,2010年の男女別人口のグラフを表示する、webアプリケーションである（図 24）。

[image: ]
[bookmark: _Ref382168486]図 24 人口カタログ


Hello Town!
「Hello Town!」は、現在地周辺の「一世帯辺りの平均人数」と「女性の割合」を表示するアプリケーションで、Android 4.0以上のスマートフォンで動作する。
応募者は、女性が一人暮らしを始める場所を選定するときに、(1)一人暮らしの人が多いところなのか、(2)女性の多いエリアなのかということに留意する、いう仮定を立てて、現在地が含まれる1kmメッシュにおける一世帯辺りの平均人数と女性の割合を表示するアプリケーションを構築した（図 25）。

[image: ]
[bookmark: _Ref382168737]図 25 Hello Town!


データカタログサイト非公式広報bot
「データカタログサイト非公式広報bot」は、データカタログサイト試行版（http://data.go.jp/）のメタデータを取得し、ツイッター上で定期的に更新情報などを勝手に広報する非公式botである。
更新がないときはランダムにデータセットを紹介し、「実はこんなデータも掲載されている」ということをプッシュで通知する（図 26）。

[image: ]
[bookmark: _Ref382168872]図 26 データカタログサイト非公式広報bot


自治体最悪展望 Open Data Edition
「自治体最悪展望 Open Data Edition」は、オープンデータとして公開されているデータ等から、生産人口の減少と高齢者の増加が、地方自治体の財政に及ぼす影響をシミュレーションするwebアプリケーションである。
人口減少社会を迎える日本において、現在のまま各種サービスが維持される前提では財政破綻を招くため、政策転換が必要である。人口、都市、財政が縮小する地方自治体が政策転換をするためには、その現状と将来を住民が自覚することが最初のステップになると考え、応募者はこのアプリケーションを構築したという（図 27）。

[image: ]
[bookmark: _Ref382169027]図 27 自治体最悪展望 Open Data Edition


PopVizz
「PopVizz」は、国勢調査に基づく人口実績データおよび将来推計人口データを都道府県/市区町村単位で可視化したwebアプリケーションである。
実績データは地域・年を指定し、棒グラフ/地図/円グラフ/ピラミッド/折れ線グラフでの表示が可能である。また、画面を分割することにより異なる検索結果を並べて表示することが可能である。将来推計人口データは、地域・年および推計パラメータを指定し、ピラミッド/折れ線グラフでの表示が可能である（図 28）。

[image: ]
[bookmark: _Ref382169157]図 28 PopVizz


オープンソースBIによるオープンデータの利用
「オープンソースBIによるオープンデータの利用」は、オープンソースのBIツールを利用して、統計データを可視化するWebアプリケーションである。
応募者は、オープンソースのBIツールを利用することにより、安価で利便性の高い情報提供が早期に可能となることを実証するために、本アプリケーションを構築した（図 29）。

[image: ]
[bookmark: _Ref382169453]図 29 オープンソースBIによるオープンデータの利用


odStatViewer
「odStatViewer」は、「小地域統計データ」の利用を支援するWebアプリケーションである。
小地域統計LODのメタ情報を利用した統計項目選択機能と階層化された地域ブラウズ機能を備えており、利用者はSPARQLを直接使うことなく、簡単に欲しいデータを検索できる。検索されたデータは、グラフや地図を使って、分かりやすく表示される。また、複数の異なる統計データを組み合わせて利用できる（図 30）。

[image: ]
[image: ]
[bookmark: _Ref382169577]図 30 odStatViewer
[bookmark: _Toc383030120]
基盤とサービスの評価
[bookmark: _Toc383029808][bookmark: _Toc383030121]アンケートによる評価
開発者に対してアンケート評価を実施した。APIで提供される点に関しては開発者から肯定的な意見が多かった。また、利用されたデータは今回の実験で提供したデータを広く利用されていた。SPARQLによる検索機能のみを提供したこともあり、扱いに慣れていない開発者も見られた。また、情報提供に関しての要望としては、「提供APIの個別の情報についての、具体的な解説があれば、便利と感じます。」、「用語説明など統計データの関連情報」といった今回提供した仕様というよりももう少し噛み砕いた形の解説が必要との意見があった。
今回提供したデータ以外で要望のあったデータに関しては、次のような意見がだされた。

· リアルタイムあるいはもう少しきめの細かいデータ。５年おきでは価値が出しづらい
· 市町村別決算状況調
· 日本の地域別将来推計人口
· メッシュをもっと細かくしてほしい
· 国勢調査以外の5年ごとのデータよりも鮮度の高いデータがもしあるのであればよかったです。
· 現在のところ、特に希望する具体的なデータというのはありませんが、できるだけ早いうちに、データカタログサイトに掲載されているデータがRDF化されてSPARQLでアクセスできるようになってほしいと思います。
· 産業別（大分類）・従業上の地位別就業者数
· メッシュ統計情報
· 国勢調査に関する地域メッシュ統計
· 小地域統計の全データ
· 都道府県・市区町村LODとリンクし、階層構造を表記した小地域データ（できれば緯度・経度つき）
· 雇用関係に関する統計データ
· 求人データ

[bookmark: _Toc383030122]ヒアリングによる評価
今回の実験のデータ提供元となる統計局に対してヒアリングを実施した。また、政府オープンデータカタログサイトに関しては、電子行政オープンデータ実務者会議において議論がなされている。

統計局へのヒアリング
　総務省統計局の担当者と独立行政法人統計センターの担当者にヒアリングを行い、本実証で扱ったデータ、データ規格、基盤システムの有効性、および今後の運用について意見を伺った。
　全般として、本実証の成果を高く評価していただき、今後の試行運用等も見据えた好意的なコメントをいただいた。特に、国際標準規格に基づいたデータを情報流通連携基盤からAPIを介して取得できる点と、有用性の高いデータに着目して利用可能にした点を評価していただいた。
本実証で扱ったデータに関して、統計データ全体を対象にすることは作業量的に難しく、対象とするデータを適切に絞り込んで本実証を実施したことを評価していただいた。絞り込んだ中でも非常に有用性の高い、小地域集計とメッシュ統計を対象としたことは高く評価できるとのコメントをいただいた。
データ規格に関して、情報流通連携基盤の仕様に沿ってRDF化することに対して、統計表では表記揺れが生じることや同じ言葉を別の意味で利用することもあることから、リソースとして記述していく方向性の優位性も認識していただいた。統計センターで公開の始まった都道府県・市区町村のLinked OpenData化の取り組みもあり、RDF化は方向性のひとつであるとの認識が示された。ただし、すぐに全てに適用できるわけではないという認識も同時に示され、国際標準となって日の浅いRDF Data Cube Vocabularyの世界的な広まり度合いはみる必要はあることと、作業量は膨大となることから全てに対して適用するのは現在のリソースでは難しいという意見であった。
基盤システムの有用性は、扱ったデータの有用性やデータ規格の有用性もあることから、良いシステムであるとのコメントをいただいた。
今後の運用に関して、本運用するまでは時間がかかると思われるが、試行版として統計局サーバを利用して運用できる可能性があるとのコメントをいただいた。

第５回電子行政オープンデータ実務者会議の議論
　実務者会議ワーキンググループにおいて議論がなされており、第５回実務者会議(http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/densi/dai5/gijisidai.html)において内容が記載されている。資料４において検討状況がまとめられており、その中の意見としてdata.go.jp のカタログ試行サイトの意見として、データカタログの検索性の向上が重要との指摘があった。また、横断検索や連携のあり方に関しての議論がなされており、本実証事業の成果であるAPIなどを参考に検討すると記載されている。本事業では、カタログサイトのメタデータならびに統計データを同じシステムで検索できるシステムを開発しており、その点が評価されたと言える。


[bookmark: _Toc383030123]検討会への協力
　本実証において、オープンデータ流通推進コンソーシアムに対して以下の協力を行った。
· 技術委員会に対する協力
· データカタログサイト試行版（http://data.go.jp/）の内容を調査し、技術委員会にフィードバックした。
· RDF Data Cube Vocabulary、SKOSおよびSDMXを提案した。
· データガバナンス委員会に対する協力
· 同委員会からの依頼がなかった。
· 利活用・普及委員会に対する協力
· 同委員会と共催で「オープンデータ・アプリコンテスト」を実施した。
また、電子行政オープンデータ実務者会議に対しては、データカタログサイト試行版が管理しているRDFデータの調査結果（図 31）や本実証が提供したSPARQLベースのAPIの利点をまとめ、主管課を通して報告した。
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[bookmark: _Ref382170170]図 31 政府データカタログサイト試行版が管理するメタデータ形式





[bookmark: _Toc383030124] まとめ



第4章
まとめ

　本実証実験では、情報流通連携基盤のプラットフォームを用いて、統計データをRDF Data Cube Vocabularyを利用してRDF化を行った。統計データは国際標準の規格に準拠しているため、世界中のLinked Dataとフォーマットの互換がある。また、政府オープンデータ試行サイトで提供されていたメタデータの検索機能を合わせてSPARQLエンドポイントとして実現した。また、開発者に対して情報提供を行う、開発者サイトを構築した。構築した情報流通連携基盤システムと開発者サイトを継続運用するための運用マニュアルを作成し、システムの構成概要や必要な保守・運用項目を記したシステム概要書と、サーバの保守・管理手順を示した操作手順書から構成した。
　アプリケーションコンテストにおいては、開発者サイトを構築、提供を行い、開発者75名に対してデータ提供を実施した。提供したデータは、次世代統計利用システムから提供されている国勢調査小地域集計と国勢調査に関する地域メッシュ統計から2000年、2005年、2010年の3回の統計情報、計33表と、政府データカタログサイト試行版で公開されているデータの1月15日時点での全てのデータセット9408件を対象とした。提供したデータはすべてRDFで表現しており、RDFはすべてトリプル形式で記述されるため、データ数を表現するための指標としてRDFトリプル数を利用数。統計情報に関するRDFトリプル数は773,185,953件、政府データカタログサイトで公開されているメタデータに関するRDFトリプル数は1,591,073件、合計で774,777,026件であった。
　コンテストを実施した結果、7件の応募があった。応募作品では、統計データの可視化に焦点を当てたアプリケーションが多数を占めており、odstatViewer などは異なる統計表をまたがる検索を行う本システムの特徴を活かした形でのデータ検索を行っていた。また、統計データの可視化以外での投稿もあり、コンテストならではの、異なった視点での発想が見られた。
　開発者に対するアンケートにおいては、肯定的な意見が多かった。アプリケーション応募者の一人は、今回の実験の成果を「画期的」と表現し、統計データをlinked data の形式で提供し、異なる統計表をまたいだ検索を実現、標準規格に準拠した形での仕様など、設計時に検討した内容を直接評価いただいた。一方でSPARQL自体の理解不足の面や今回作成したデータ構造の習熟度の観点から難しいと捉えていた人が見られた。ドキュメントの充実が望まれる。
　また、データ提供者である総務省統計局に対してヒアリングを実施した。全般として、本実証の成果を高く評価していただき、今後の試行運用等も見据えた好意的なコメントをいただいた。特に、国際標準規格に基づいたデータを情報流通連携基盤からAPIを介して取得できる点と、有用性の高いデータに着目して利用可能にした点を評価していただいた。









[bookmark: _Toc383030125] 付録

[bookmark: _Ref225496692][bookmark: _Toc383030126]
実験アンケート結果

開発者に実施したアンケートの内容に関して掲載する。
































1. オープンデータを利用したアプリケーションを構築する際に，開発者サイトに掲載しましたようなAPIやデータが公開されていると便利だと思いますか．	 非常にそう思う	 どちらかと言えばそう思う	 あまり思わない	 全く思わない	7	4	2	0	2. 1.で「非常にそう思う」、「少しそう思う」とご回答いただいた方に質問です。どの点が便利だと思いましたか。（複数回答可）	SPARQL API で提供されている点	 異なる統計表間をまたいで検索することが可能な点	 政府のデータカタログの検索が可能な点	その他	4	6	3	1	

3. 1.で「あまり思わない」、「全く思わない」とご回答いただいた方に質問です。どの点が不便だと思いましたか。	フォーマットが使い慣れたものではない点	 SPARQL API で提供されている点	その他	3	3	0	
4. 本サイトで提供されたデータで有益なデータはどのデータでしたか。（複数回答可）	
65歳以上親族のみの一般世帯数（2000年のみ存在）	 世帯の家族類型別一般世帯数	 世帯の経済構成別一般世帯数	 世帯人員別一般世帯数	 住宅の建て方別世帯数	 住宅の種類・所有の関係別一般世帯数、延べ面積（2010年には「延べ面積」なし）	 在学学校・未就学の種類別在学者数・未就学者数（2000年のみ存在）	 年齢別（５歳階級、４区分）、男女別人口	 産業別（大分類）・従業上の地位別就業者数	 男女別人口総数及び世帯総数	 職業別（大分類）就業者数	 国勢調査に関する地域メッシュ統計	 データカタログサイトのデータセットに関するメタデータ	2	2	2	0	3	2	1	6	7	4	0	6	6	
7. 開発者サイトにおいて、データの更新情報や不具合対応状況をニュースでご連絡をしておりました。この機能は便利だと思いますか。	 非常にそう思う	 どちらかと言えばそう思う	 あまり思わない	 全く思わない	7	5	0	1	
8. 開発者サイトにおいて、サンプルコードを掲載しておりました。この情報は便利だと思いますか。	 非常にそう思う	 どちらかと言えばそう思う	 あまり思わない	 全く思わない	9	3	1	0	
9. 開発者サイトにおいて、ユーザからのご質問などを受け付けるフォーラムサイトを用意しておりました。この機能は便利だと思いますか。	 非常にそう思う	 どちらかと言えばそう思う	 あまり思わない	 全く思わない	2	11	0	0	
11. 今後、実用化を希望しますか。	 非常にそう思う	 どちらかと言えばそう思う	 あまり思わない	 全く思わない	7	5	1	0	
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1. 

取得したい統計データの

キーワード等を元に

希望する統計表

ID

を検索

<STATISTICAL_DATA>

<DATA_INF>

<VALUE tab="380" cat01="01101" cat02="000" area="00500" 

time="2010000000" unit="

人

">252092</VALUE>

<VALUE tab="380" cat01="01101" cat02="000" area="00509" 

time="2010000000" unit="

人

">66466</VALUE>

<VALUE tab="380" cat01="01101" cat02="000" area="00512“

time="2010000000" unit="

人

">157225</VALUE>

（以下省略）

外部のアプリケーション

次

世代統計利用システム

該当する統計表のリスト

を返却

<DATALIST_INF>

<NUMBER>1965</NUMBER>

<LIST_INF id="C0020050201000">

<STAT_NAME code="00200502">

社会・人口統計体系

</STAT_NAME>

<GOV_ORG code="00200">

総務省

</GOV_ORG>

<STATISTICS_NAME>

社会・人口統計体系

</STATISTICS_NAME>

<TITLE no="01000">

北海道

</TITLE>

<CYCLE>

-

</CYCLE>

<SURVEY_DATE>0</SURVEY_DATE>

<OPEN_DATE>2013

-

06

-

04</OPEN_DATE>

<SMALL_AREA>0</SMALL_AREA>

</LIST_INF>

<LIST_INF id="C0020050201100">

<STAT_NAME code="00200502">

社会・人口統計体系

</STAT_NAME>

<GOV_ORG code="00200">

総務省

</GOV_ORG>

<STATISTICS_NAME>

社会・人口統計体系

</STATISTICS_NAME>

<TITLE no="01100">

北海道札幌市

</TITLE>

<CYCLE>

-

</CYCLE>

<SURVEY_DATE>0</SURVEY_DATE>

<OPEN_DATE>2013

-

06

-

04</OPEN_DATE>

<SMALL_AREA>0</SMALL_AREA>

</LIST_INF>

（以下省略）

2. 

統計表のリストから

統計表

ID

を取得し、

統計表

ID

をキーに

統計表の指標一覧を

リクエスト

統計表の指標一覧を返却

3. 

統計表の指標をキーに

統計データをリクエスト

該当する

統計データを返却

<CLASS_OBJ id="cat02" name="

利用交通手段

2010">

<CLASS code="000" name="

総数（利用交通手段）

“

level="1"/>

<CLASS code="002" name="

徒歩だけ

" level="2"/>

<CLASS code="003" name="

鉄道・電車

" level="2"/>

品川区在住者の

通勤者数を知りたい

「自宅外就業者・通学者数」

をキーワードに検索

統計表

ID

「

0003063785

」を

リクエスト

統計表

ID

「

0003063785

」のうち、

「総数」

,

「品川区」を

リクエスト

品川区在住者の

通勤者数を取得


